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霰所だより（本文19頁~20頁） l 

本年度完成する大ヨーク
シャーの系統豚（雌）
（調査豚のDGは
雄1,005g、雌912g)

21世紀をめざす富山県農裸の

展開（アグロピア21)を推進する

富山県畜産試験場

5-,,._: センサーと無線による肉牛の
発情発見システムの開発

（センサーと無線を装備した肉牛）



＇ 地域の動き（本文32頁~34頁） l 

日本一乳牛像（高さ ：4.2m, 長さ ：6.7m) 

~ a汝~.t*•~•t
• 一 ，' ''""' ''""直

平成4年2月4日 日本一乳牛像除幕式

四国カルスト大野ヶ原牧場越冬施設

四国カルスト大野ヶ原全景
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『急かれる獣医療の
提供体制の整備』

藤田 陽偉
(FUJITA Teruhide) 

~農林水産省畜産局衛生課長

現在，獣医師法に基づき届出をされている獣医師の数は約 2万 8千人て‘ヽ， これらの獣

闘は，産業動物や犬・猫・小烏等小動物の診療，公衆衛生等を中心に幅広い分野て‘‘活

軌している。そのうち産業動物診療獣医師については，近年その総数は 5千数百人てほ

暉ばいて推移している。毎年約 1千名の獣医師が新たに誕生しているが，最近ては新

規卒業者の多くが小動物や会社関係等へ就職する傾向が強く，産業動物診療分野への就

業が少ないために，産業動物関連獣医師の高齢化が進み，後継者の確保が困難となって

さつつある。そのため， このままの状態が続くと地域によっては産業動物の診療需要に

対して十分応じ切れなくなることが懸念される状況にある。また，動物の飼養が大型化，

集約化して，疾病も複雑化，多様化している実情にあり， これに対する産業動物獣医師

峨術も高度化したものが要求されており，診療施設も整備されたものが必要となって

きている。

このような状況の下て‘ヽ，適切な獣医療の確保を図るため，昨年獣医療法が制定された。

国においては，獣医師に求められる診療技術の向上を図るために，獣医師免許取得後に

新たに産業動物の臨床分野に従事する獣医師を対象にした臨床研修制度を設けたり，診

甕施設整備のための農林漁業金融公庫による長期低利資金の貸し付け制度の整備を図っ

叫か産業動物獣医師を志向する学生を支援するための修学資金の給付，獣医師の不足

する地域における民間獣医師による巡回指舜を行うはか獣医師による診僚の効率化を図

り，診療範囲を拡大していくための新規事業なども開始したところてある。

獣医療法に基づき，国は獣医療の円滑な提供のための基本方針を定めたが，各都道府

應ては基本方針に沿ってそれぞれ都道府県計画を作成することとなっている 0~ フして

恨医療の円滑な提供のための種々のフレームは整備されてきており，要は今後地域の関

係者をあげて，地域の実情に応じた産業動物に対する獣医療提供のための中・長期的視
占、

＂，、Lたった計画を作り， それに沿って実効をあげていくことが重要な課題てある。また

産業動物獣医師の確保にあたっては，最近の獣医系学生のうち40数％は女性てあり，年々
切シ

エアが増加傾向にあることを考慮して，女性獣医師にとって働きやすい職場環境

O整備を早急に行っていくことも重視したい。今後の国内の畜産振興のため，適切な獣

讀の提供体制を整備てきるよう，今こそ国，都道府県，関係団体，畜産農業関係者等
がー1本と t

よって対応を強力に進めるべき時と考える。

‘ ’← ,'← c'・,・_.:、・:::::.・:,:.-。.,'_. .: ,'_. _. .. ・,'-,'-;,'-;; ● -;;· -, · ~ ヘゞゞや心
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環境保全鶏舎

の開発

小滝正勝
(Masakatsu Kotaki) 

栗田良雄＊
(Y oshio Kurita) 

有田恭美
(Kyomi Arita) 

大野矢奏則
(Yasunori Ohno) 

小林正樹
(Masaki Kobayashi) 

埼玉県養鶏試験場（＊： 現，杉戸家畜保健衛生所）

R 畜産技術 1993年 7月号

都市化する農村地域において採卵養鶏涅

持発展させるためには，環境保全を考應し[

鶏舎構造の開発が必要てある。当場は1983年

から環境保全に重点を置いた鶏舎構造暉惰

に取り組み，現在，研究成果を導入した罰閉

保全鶉舎（主にハエ，悪臭対策）が県内白

棟(8,000羽舎， 6,000羽舎， 5,000羽舎， 2,751

羽舎）稼動中てある。環境保全鶏舎は，ケー

ジ下送風装罹とケージ下ふん攪拌搬送装薗を

有し，ふん乾燥及び忌避剤送入による二りト

リヌカカの防除に効果がある。なお，忌翡

送入による ニワトリヌカカ防除効果は，闘

型低床式の送風ダクト付き鶉舎においては

められている 。以下， これらの成績について

報告する。

I . 送風攪拌処理か，ふんの乾燥およ
び八エ・悪臭防除に及ぽす影響）2) 

1 . 材料と方法

S養鶉場の環境保全鶏舎 (8,000羽含）'(,

ふん中水分，ハエ幼虫生息数，アンモニアが

ス濃度等について， 1987年 8月から1988年1

月にかけて調査した。

(1) 環境保全鶏舎の構造

換気及びふん中水分低下を図るための罰阻

保全装置として，舎内にケージ下送風装置t

ケージ下ふん攪拌搬送装置が設置してあふ

調査した鶏舎は，開放型低床式，間日16.W

m, 奥行52.14m,5通路， 2段ケージの節

に複飼て採卵鶉8,000羽を収容している。屋根

型は 3/10勾配のモニター屋根 2連棟て・,ff 

高3.00m,棟高4.16mてある。

(2) 環境保全装置

1) ケージ下送風装置（図 1)

送風機，送風ダクト（直径40cm,長さ50廊

鶏舎用カーテ ン生地製），枝ダク ト（直径i



表 1 舎内環境調査成績平均値(1987.8~1988.1)
（側面図）

退11(200V,400V) 送風ダクト （直径40cm)

（正面図）

万 ~I曲管部 [ 

I ¥風
~ .......,--;;,.,.,,、ふん

図l ケージ下送風装置

8 /27 9 /24 10/30 I /21 

送 風 装 置
3.68(m/秒） 3.24 3 01 無送風 ！

排気口部風速

環ふん中水分 56 5(%) 62 .5 64.1 66.1 

境
（匹／ふんI.500rr/) 保 イエパエ・・ヒメイエパ

3 
全ェの幼虫生息数 <I 
魏
舎ァンモニア濃度 検知不能 3.0(111) 7 5 11.5 

粉 塵 量 0.056(mg/rrl) 0.093 0.125 0.175 

対ふん中水分 80 6(%) 78.4 77 .9 68 7 

照" （匹／ふんI.SOOrrl) 鶏 イエパエ・ヒメイエパ
23 

舎ェの幼虫生息数 II 

I 走行駆動輪

2 走行モーター

3 ガイドレール

4 攪はん爪

5 攪はん主軸

6 攪はんモーター

7 車 輪

①
 

図2 ゲージ下ふん撹拌搬送装置（単位： cm) 

岡，長さ 2m,間隔60cm,塩ビパイプ）からな

り，ケージ下へ直接風を送って，ふん乾燥と

訥換気を同時に行う。送風機には温度セン

ナー迅動周波数変換装置が装着してあり，舎

鷹度に応じて自動的に風最を調整て‘‘きる。

！）ケージ下ふん攪拌搬送装躍（図 2)

ケージ下のふんを攪拌搬送しながら通路部

t往復するとともに， 自動的に台車に乗って

秘間を移動するのて', 1台て,,2通路以上の

ヶージ下のふんを処理てきる。原則としてケ

責送風装置稼動時に運転する。

2 . 成績（表 1)

(1) 枝ダクト排気口部風速とふん中水分

舎内温度が低下するにつれて鶏舎内への送

風祉を減らしたのて‘，排気口部風速も， 8月，

9月， 10月と減少した。ふん中水分は排気ロ

部風速が減少するにつれて増加する傾向を示

したが，無送風の対照鵠舎のふん中水分より

常に低い値て推移した。冬期は，送風量，送

風時間とも減少したため，ふん中水分は夏期

よりも高い値を示した。

畜産技術 1993年 7月号 。



(2) ふん中水分とハエ幼虫生息数

ふん中水分が低いはどハエ幼虫生息数は減

少する傾向を示し，環境保全鶏舎のハエ幼虫

生息数は，対照鶉舎よりも少なかった。特に，

ふん中水分が50%台てあった 8月は，ふんの

中にハエ幼虫をほとんど見かけなかった。

(3) アンモニアガス濃度・粉塵量

環境保全鵠舎の送風期間中におけるアンモ

ニアガス濃度及び粉塵盤は，冬期の送風停止

時の測定値よりも減少した。これはケージ下

への送風が，ふんを乾燥するとともに，舎内

換気を促進した結果と考えられる。

(4) 飼養状況

1987年の 7月下旬は猛暑が続いたため，多

くの養鶏場て‘ヽ，熱射病によるへい死鶉の発生，

飼料摂取量減少による産卵率の低下，飲水旦

増加による軟便の通路部への流出などがみら

れた。環境保全鶏舎ては，熱射病によるへい

死鶏はなく，飼料摂取量の減少や産卵率の低

下も僅かてあった。ふんへの送風攪拌処理は，

ふん中水分を低下させてハエ幼虫の生育を阻

害し，ハエの大籠発生を防止した。回収した

低水分ふんは，水分調整をせずに強制発酵機

へ直接投入てきるのて‘ヽ，ふん処理作業の省力

化が図れた。

(5) 建設経費

舎内に環境保全装匿を設置するため，経費

(1,900円／羽）が従来の開放型低床式鵠舎

(1,500円／羽）よりも割高になるのは免れな

かった。

II. 忌避剤の鶏舎内送入かニワト
リヌカカ防除に及ぼす影響3)4)

1 . 材料と方法

鶏 ロイコチ トゾーン症の病原原虫を媒介す

るニワトリヌカカを防除するために，忌避剤

〇 釦産技術 1993年 7月号

の鶏舎内送入をS養鶉場（環境保全鶏含） lK 

養鶉場て試み，舎内におけるニワトリヌカヵ

の捕虫数調査と飼養鶏の血液検査を実施しt:,

調査は1989年と 1990年に行った。両養鶏恥

も周辺に水田があり，開放型低床式鶏含貨

卵鶉を飼蓑している 。

(1) 忌避剤発生用具

市販製品て｀ある，家庭用液体電子蚊取りし

家畜用大番蚊取り線香（点火時間約12時間）

を使用した。家庭用蚊取り線香て，•も効果雌

じてあるが点火時間が 7-8時間と短い。

液体電子蚊取りは，午後 5時30分から翌蘭

5時30分まての12時間，タイマーて作軌しI:,

家畜用大番蚊取り線香は，午後 5時頃点火し

た。

(2) 忌避剤の鶏舎内送入方法

液体電子蚊取り， または蚊取り線香から発

生させた忌避剤（アレスリンガス）を換鯖

送風装置の入気口から吸引させ， S養鶏駅

は枝ダクトを介してケージ下から， K養訊

ては通路上の天井部にある送風ダクトの噴翡

穴から，舎内へ送入した。忌避剤送入は，晨

査期間中，毎日実施した。

(3) 養鶏場と鶏舎

1) S養鶏場

試験鶏舎 1 (環境保全鶉舎 ：写真 1)

ケー ジ下送風装置 6基を有 し，間日16.70 

m, 奥行35.08mの舎内て採卵鶉5,000羽猜

養している。各送風装置の入気口の下に石柚

缶を下げ，中に液体電子蚊取り (3基： 1989 

年， 4基： 1990年）を置いた。

試験鶏舎 2 (環境保全鶉舎）

ケー ジ下送風装覆 6基を有し，間日16.70

m, 奥行52.14mの舎内て採卵鶏8,000羽猜

養 している。各送風装置の入気日の下1:石梱

缶を下げ，中 に蚊取り線香 (3巻： 1989年）

や液体電子蚊取り (2甚 ：1990年）
を置い払



写真 1 S養鶏場の試験鶏舎（環境保全鶏舎）

（忌避剤発生器具は入気口に吊した石油缶
の中に入っている）

写真2 K養鶏場の試験鶏舎

対照鶏舎

換気用の送風装罹はなく，間口3.00m,奥行

58.60mの舎内て採卵鶉1,920羽を飼養してい

る。忌避剤は送入しなかった。

2) K養鶏場

試験鶏舎（写真 2)

① 1989年の試験鵠舎

通路上部に送風ダクト 3甚を有し，間ロ

19.llm, 奥行97.OOmの舎内て採卵鶏28,800

羽を飼養している。各送風装罹の入気口の下

に石油缶を下げ，中に家畜用大番蚊取り線香

を6巻ずつ吊した。

② 1990年の試験鶏舎

通路上部に送風ダクト 5甚を有し，間ロ

19.80m, 奥行100.00mの舎内て採卵鶏14,500

羽を飼養している。各送風装置の入気口の下

に石油缶を下げ，中に液体電子蚊取りを 4基

ずつ置いた。

対照鶏舎

① 1989年の対照鶏舎

畜産技術 1993年 7月号 。



表 2 ニワトリヌカカ捕虫数とロイコチトゾーン症陽性率

I調査年月 1989年6月~10月 1990年 6月~10月 7 

I) 
一晩当たりの捕虫数 ロイコチ 一晩当たりの捕虫数 ロイトチ ＇

養鶏場及び鶏舎
忌避剤発生器具数

と指数値 トゾーン 忌避剤発生器具数 と指数値 トゾーン

捕虫数 指数値3) 症陽性率 捕虫数 指数値 症畠性翌

試験賤舎 I 基／千羽 匹 ％ 基／千羽
匹

3.6 1.5 3.6 23.1 4.8 I .6 
％ 

（器具数／飼養羽数） (18基/5,000羽） (24基/5,000羽）
0.9 71 s 

養 試験鶉舎 2 巻／千羽 基／千羽

2.3 3.3 8.0 38.5 1.5 4.5 7 .8 14.3 
鶉 （器具数／飼養羽数） (18巻/8,000羽） (12基/8,000羽）

場
対照鶏舎 41.3 100.0 50.0 57.4 100.0 57.1 . 

（飼養羽数）
(1,920羽）

(1,920羽） l 
K 

試験鶏舎 巻／千羽 基／干羽

0.6 I. 7 23.8 33.3 I .4 0.5 24.5 115 
養 （器具数／飼養羽薮） (18巻/28,800羽） く80〉2) く6.3〉2) (20基/14,500羽）

鶏
対照鶏舎 7. I 100.0 80.0 2.0 100.0 43.8 

場 （飼養羽数） (38,400羽） < 1,261〉 (100.0〉 (8、420羽） I 
注 I)基は液体電子蚊取りを使用した場合を，巻は家畜用大番蚊取り線香を使用した場合を示す。

2)く 〉内の値は，点灯ライトトラップによる捕虫数又は指数値であり，それ意外は無点灯ライトトラップによる捕虫数又は指訊

を示す。

3)対照賤舎の捕虫数を 100.0とした場合の値を示す。

通路上部に送風ダクト 5基を有し，間ロ

25.48m, 奥行97.OOmの舎内て採卵鶏38,400

羽を飼養している。忌避剤は送入しなかった。

② 1990年の対照鶉舎

通路上部に送風ダクト 3基を有し，間ロ

17. 60m, 奥行58.00mの舎内て‘採卵鶏8,420羽

を飼養している。忌避剤は送入しなかった。

(4) ニワトリヌカカ捕虫方法

午後 5時頃から翌朝まてライトトラップを

稼動させ， 1日ごとに捕虫数を調査した。

1) 無点灯ライトトラップによる捕虫

S養鶏場およびK養鶏場において， 2週間隔

て'3日間捕虫を行った。

2) 点灯ライトトラップによる捕虫

1989年にK養鶉場において，約10日間隔て‘

2日から 3日間捕虫を行った。

(5) 血液検査

各鶉舎て‘‘飼養している採血用鶏 (13~16

羽／舎）から 2週間隔て‘採血し，原虫検査と

抗体検査を実施した。採血用鶏は夏を経過し

R 畜産技術 1993年 7月号

ていない初産前の若雌鶏とした。

2 . 成績（表 2)

(1) ニワトリヌカカ捕虫数

無点灯ライトトラップによるニワトリヌカ

カの一晩当たり捕虫数は，対照鶏舎の捕蛙

を100.0とする指数値て‘示せば，忌避剤を送入

した試験鶏舎の場合， S養鵠場て・s.o以下，K養

鶏場て24.5以下と減少した。環境保全鶏含1ぷ

舎内に空気が滞留して温度が上昇するのを絣

ぐために，全ケージ列の下に枝ダクト排気0

部を設置し，舎内の均ーな換気がてきる椙危

になっている。 S養鵠場の試験鶉舎における

捕虫数が大幅に減少したのは，実施した創蜆

保全鶏舎の換気方式が関与し，忌避剤が孔

べんなく舎内に拡散したためと思われる。 i 

た， S養鶏場の試験鵠舎 2棟ては，鶏千羽当/:

りの忌避剤発生器具設置数を変えて調査し/:

が，設置数が多いはどニワトリヌカカ捕蜂

は減少した。



表31か月当たり経費

s養賤場（環境保全鶉舎） k養鶉場

1爾液体電子蚊取り 蚊取り線香 蚊取り線香

月使用鵠舎 使用鶏舎 使用競舎

(5,000羽収容） (8,000羽収容） (28,800羽収容）

葵液・電気代 蚊取り線香代 蚊取り線香代

' 1.9円／羽 • 月 I.I 円／羽• 月 0.3円／羽• 月

経9,507円／舎・ 月 8,640 円／舎•月 8,640円／舎•月

（薬液代8,820円）

（電気代 687円）＇ 薬液加熱揮散装置代

17,820円／舎・ 18基

I)薬液 ・電気代(5,000羽収容鶉舎 lか月当たり）

18本・薬液ピン (45ml)X 490円／本=8,820円

』 ふ3W/基・加熱揮散装置 XIS基Xl2時間／日 X30日x

算 10円/kW時=687円

基乱 1)薬液加熱揮散装置代(5,000羽収容鶏舎）

閉 18基X990円／基=17,820円

3)蚊取り線香代(8,000羽収容鶏舎および28,800羽収容鶉

舎1か月当たり） 18巻／日 X30日X16円／巻・家畜用大

番蚊取り線香=8,640円

,!) I)液体電子蚊取りは，薬液加熱揮散装置とカートリッジ式

薬液ピン(45ml)からなる。 1日の使用時間が12時間なら

ば，薬液ピン無交換で30日間使用できる。

1)家畜用大番蚊取り線香の点火時間は 11時間から 12時間で

ある。

琳Tライトトラップによる調査は，通常の

忍風ダクトを有するK養鶏場の鶏舎て‘‘実施し

知，対照鶏舎と比較した忌避剤送入鶉舎の

蝕数指数値は6.3てあった。

応上の成績からみて，忌避剤の鶏舎内送入

はるニワトリヌカカ防除法は， ケージ下送

誌置を有する環境保全鶏舎のみならず，既

砂送風ダクト保有鶏舎ても十分に有効な方

紐てあると考えられる。

り） 血液検査

臆鶏舎に比べて試験鶏舎のロイコチトソぐ

譴楊性率は低下した。また， S養鶏場のロ

イコチトゾーン症陽性率順位は， ニワトリヌ

囁虫数順位と対応した。

ll経費（表 3)

家庭用液体電子蚊取りと家畜用大番蚊取り

緒の両方を使用して実施した1989年の調査

I: ついて試算すると， S養鶏場の場合，液体電

子蚊取り使用鵠舎（試験鶏舎 1) て‘‘毎月かか

る経費は9,507円てあり， 1羽当たり 1.9円て‘‘

あった。他に長期間使用て‘‘きる薬液加熱揮散

装匿18甚の代金17,820円が必要てある。蚊取

り線香使用鶏舎（試験鶏舎 2) て,,1か月に掛

かる家畜用大番蚊取り線香代は8,640円てあ

り， 1羽当たり 1.1円て` あった。

k養鶏場の蚊取り線香使用鶏舎て,,1か月に

かかる家畜用大番蚊取り線香代は， S養鶉場

同様， 8,640円てあったが，収容羽数が多いの

て,,1羽当たりては0.3円になった。

(4) 実施上の留意点

蚊取り線香が経済性 (16円／巻）ては優れ

ているが，毎晩点火する煩雑さが伴う。タイ

マー作動液体電子蚊取りは省力的てあるが，

経費 (18円／＜薬液・電気代12時間分〉＋薬液

揮散装置990円／碁）が掛かる。これらの使用

個数は，鶏千羽当たり 1-3個が目安と考え

られる。

謝辞

忌避剤の鶏舎内送入がニワトリヌカカ防除

に及ばす影響を調査するにあたり，御指導い

ただいた川越および杉戸家畜保健衛生所の皆

様に感謝致します。
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系統閻三元交雑豚
(LW口）の発育に伴
う蛋白質と脂肪蓄
積の性別比較

鈴木啓一
(Keiichi Suzuki) 

西清志
(Kiyoshi Nishi) 

宮城県畜産試験場
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一はじめに

産肉能力に重点を置いた系統造成により，

発育能力などの形質が従来の豚と比較してか

なり改良され， これらの純粋種豚を交杞して

得られる交雑肉豚についてもその優れた産闘

能力が注目されている。 しかし，これ虹孜

良された純粋種豚やこれらの交雑肉豚につい

て，蛋白質，脂肪などの化学的体構成成分や

蛋白質および脂肪蓄積能力については国翫

はほとんど検討されていない。国外ては，育

種改良された品種や系統，あるいはそれら0

交雑肉豚について，産肉能力はもちろん化学

的構成成分も分析されている 1)2)3)。栄養靱

な立場からすれば， こうした分析は必須打

えるし，育種の立場からも育種目標や選抜務

質を設定する上て重要な情報を得ることが〈

きる。そこて本報告て‘｀は，産肉能力に重鼓

置いて改良された系統間三元交雑豚の去勢且

豚と雌豚を用い，体重が30kgから120kgい-C'JI

kgごとに全層体分析を行い，発育に伴う蛋甘

質と脂肪の蓄積能力を性別，発育時期別濃

討した。併せてこの期間の飼料摂取能力を屑

査した。

材料および方法

材料として用いたのは系統間三元交雑邸

去勢雄豚19頭，雌豚19頭の合計38頭てある。

これらの豚はランドレース種 (L:ミヤギI

第4世代），大ヨークシャ一種(W:ハヤチが

w, サクラ401およびゼンノー第 5世代）およ

びデュロック種 (D)の交雑によるLWD訳

ある。体重が25kg前後から，単飼て肥育髄

用飼料 (TDN: 78%, CP : 16%)を不断給与

した。週一度体重と残食量を測定し， 体重が

30kg, 45kg, 60kg, 75kg, 90kg, 105kgおよび

120kgに達した時点て去勢雄豚と雌豚をそれ



口ら 3頭ずつ屠殺した。屠殺後，枝肉

を左右に分割して24時間放冷後重鼠を計り，

許丸については屠体長や皮下脂肪厚などを

眠した。右半丸はビニール袋に入れー30℃

t凍結保存した。胃，大腸および小腸の内容

打を除いた消化器管と頭， 肢蹄， 尾，肺， 腎

員，瞑，心臓，すい臓，牌臓， 生殖器等の

員苔は重量を測定後， ビニール袋に入れ一

l『Cて凍結保存した。また，屎殺の際，血液

0一部を採取し，凍結保存した。なお全血液

位1ふ屠殺時体重から枝肉重量，内容物を含

囁化器官重量， その他の臓器重盤を差し引

け：値とした。凍結保存した枝肉と頭部，

籍および内臓等はその後，屯動鋸を用いて切

峠，肉粉砕器を用いて13mmと4mmの穴のフ°

レートに通し完全に粉砕した。粉砕のたびに

麒を充分に混合し，枝肉や内臓につきそれ

狐約200gのサンプルを 2個ずつ採取して

鱈分析に供試した。乾燥して重量を測定し

［月筒ろ紙に約15gのサンプルを正確に取

り，ー50℃て凍結後48時間凍結乾燥して水分

讀を測定した。さらに，工ーテル抽出法に

より脂肪含量を測定し，蛋白質はケルダーJレ

出：より測定した。血液の成分についても同

梼0)方法て分析を行った。なお，枝肉の化学

祈1よ右半丸についてだけ行ったが，枝肉の

諄成分は左右同ーと仮定し，枝肉全体の成

分含籠とした。体重と 1日平均飼料摂取量と

庫，体重と日齢，体重あるいは日齢と各

！し学的構成成分との関係をみるため，直線あ

；いは対数関数による回帰分析を行った。な

li,105kgてと殺した去勢雄豚の 1頭は極端に

蒻が多く，一方，水分と蛋白質が少なく異

諒と判断し，分析から除外したため，去勢

勘 18頭，雌豚は19頭のデータについて検
;iしt、‘。

肢

kg day 
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I .0 
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Y=2.951 logX-2.489 
R2=0. 936(含）
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Y= I .2721ogX+0.103 
R'=0.813(早）
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体重と 1日平均飼料摂取量との関係

結果および考察

図 1に一週間こ、`との 1日平均飼料摂取量と

平均体重との関係を示した。去勢雄豚，雌豚

とも体重の片対数関数の寄与率が最も高く，

最適な当てはまりを示した。そして，体重50

kg前後から 1日平均飼料摂取量について性差

が生じ始めていることが明らかになった。去

勢雄豚は雌豚や雄豚よりも飼料の摂取量が多

とが知られている 。COLE

CHADD4>は育成豚の飼料摂取能力について

総説し，去勢雄豚は雄よりも 0.07から0.16倍

多く食べ，雄豚と雌豚との差は小さく同じか

雌豚の方が雄より 0.07倍多いとしている。

AND 

ま

た， WHITTEMORE砂は85kgまて 1日平均

飼料摂取量は直線的に増加し，一般には去勢

雄豚，雄豚，雌豚の順と推定している 。飼料

摂取量についてARC6>,やNRC7>ては，性の区

別をせず体重に碁づいてその必要可消化工才、

ルギー量をいずれも体重の指数関数て推定し

ている。しかし，去勢雄豚が雌豚や雄よりも

食欲が旺盛てあることは確かてあり，性別の

エネルギー要求量も検討される必要があると

思われる。豚の食欲に関する研究8)も進めら

れているが，雄の去勢により食欲がなぜ増加

面産技術 1993年7月号 R
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表 1 去勢雄豚と雌豚の生体重 (X: kg)に対する各

化学的構成成分

(Y : kg) のアロメトリー式 (Y=aXり

去勢 雌
Y 

a b a b 

水分• I .237 0.803 0.840 0.903 

0.0121> 0.018 

脂肪 0.015 1.624 0.038 1.383 

0.039 0.054 

蛋白質 0. 193 0.919 0. I 19 1.041 

0.018 0.015 

灰分 0.047 0.894 0.026 I .070 

0.034 0.047 

I) Standard error. 

するのか明らかてはない。

図2には生体重 と日齢との関係を示した。

体重30kgから 120kgまては去勢雄豚，雌豚とも

直線回帰があてはまりが良かった。体重105kg

の去勢雄豚の日齢は158.6日，雌豚は170.3日

と推定され， 11.7日の性間差が認められた。

不断給餌条件下ての発育能力の性間比較ては

雄が最も優れ，次いて‘‘去勢雄豚，雌豚の順と

する報告が多い。

体重と全屠体中水分，脂肪および蛋白質含

量の関係を表 1に示した。水分，脂肪および

蛋白質含量はいずれも体重を変数としたアロ
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図3 体重と各化学的体構成成分との関係

メトリー式 (Y=aXり 9)があてはま った。札

対成長係数(b)は，水分ては去勢雄豚が0.803, 

雌豚が0.903と，いずれも劣成長(O<b<l)

を示した。即ち，体重の成長速度より水砂

成長が劣ってくる 。逆に，脂肪の相対成長保

数は去勢雄豚が1.624, 雌豚が1.383の優成長

を示し，水分と脂肪ては増加のパターンが農

なった。 また，蛋白質は去勢雄豚の係数が

0.919の劣成長，雌豚の係数は1.041の優成長

を示し，性間て増加のパターンが異なっ払

灰分ても去勢雄豚は0.894の劣成長，雌豚IJ

1.070の優成長を示し，蛋白質と同様の傾向を

示した。体重が20kgから200kgまて9段欝復

続的にと殺し，屠体の化学的構成成分を性贋
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図4日齢と各化学的体構成成分との関係

訊したWHITTEMORE砂や，生時から

l妨kgまて同様に調べたSHIELDSら10)も同

程度の相対成長係数を報告している。図 3に

山体重と水分，脂肪および蛋白質との関係

打nメトリー曲線て‘示したが， いずれの成

れも体重が65kg前後から性差が認められ始

見SHIELDSら9)は体重を込みにして求め

［特均値について同様の結果を報告している。

恥，水分と蛋白質は雌豚が去勢雄豚より多

（， 詣肪は去勢雄豚が雌豚より多い。

闊4にはX軸に日齢を， Y軸にそれぞれ水

分，脂肪および蛋臼質含量を取り日齢と各含

iとの関係を示した。 まず，脂肪については，

似重との関連て‘‘示した場合と同様に， アロメ

応式がよいあてはまりを示し，相対成長

係数は去勢雄が2.525, 雌が1.892と優成長を

示した。そして，図から約110日齢より去勢雄

豚の脂肪の蓄積量が雌豚より大きいことが明

らかとなった。図 2て‘‘示した日齢と体重の回

帰式から 110日齢は去勢雄豚て‘‘は64.7kg, 雌豚

ては61.5kgてある。一方，水分と蛋白質につ

いては日齢の片対数関数が最も寄与率が高く，

最適な当てはまりを示した。そして，図に示

した様に去勢雄豚と雌豚て‘‘はほとんど差が認

められないことが明らかとなった。この様に

体重をベースにした場合に去勢雄豚と雌豚の

間て差の認められた水分と蛋白質は， 日齢を

ベースにすると差が認められなくなった。去

勢雄豚は一般に，発育面て‘‘は雄や雌豚に優れ

る反面，枝肉の質の面て｀は劣ることが指摘さ

れている。これは，去勢雄豚は雄や雌豚と比

較し，脂肪蓄積が多く，水分や蛋白質は少な

いためてある。そして，性間の脂肪や蛋白質

蓄積能力の差はホルモンなどの内分泌的違い

によると思われるが詳細は明らかてない。し

かし， 日齢をベースにして見る限り，去勢雄

豚と雌豚の間て‘‘は水分と蛋白質含量について

性間差が認められなくなり，脂肪の蓄積量だ

けが異なった。図 1ては，体重をベースにし

て両性間の 1日平均飼料摂取量を比較したが，

日齢をベースにしても同様に，去勢雄豚の方

が雌豚よりも 1日平均飼料摂取量が多かった。

このことから，去勢雄豚が雌豚より発育が良

いのは食欲が旺盛て‘， その増体の大部分が脂

肪の増加によることが推察された。このこと

は，飼料摂取量を雌豚の摂取量と同程度に制

限て‘‘きれば，去勢雄豚の脂肪蓄積を雌豚と同

程度に制御てきる可能性を示唆している。

これまて‘‘体重と日齢，体重と各化学的体構

成成分， 日齢と各化学的体構成成分との関係

を検討したが，次に， これらの関係から，蛋

白質と脂肪の各発育時期別 1日当たり蓄積量

畜産技術 1993年 7月号 . 
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表 2 去勢雄と雌の時期別、 1日当たり蛋白質と脂

肪蓄積量

去勢 雌

ロ
期間 n 蛋白質 脂肪 n 蛋白質 脂肪

kg g/ day g/ day g/ day g/ day 

30-45kg 3 157.8士16.2254.9土40.9 3 133.3土29.0166. I土52.11>

30-60kg 3 135. 6士 3.8306.5土15.9 3 114.0土 5.7182.4士23.4

30-75kg 3 104.5士8.5 242.9土 9.4 2 118.0士11.I 169.4土30.9

30-90kg 3 111 .5士10.I 293. I土51.7 3 117.3土 15.0194.3土27.7

30-I05kg I 109.1 271.0 3 108.2土17.3200.7士24.6

30-120kg 2 125.4土12.7353.6土17.5 2 108. I士 2.3217.7土12.9

I) Mean and S.D. 

を推定し， それらの結果を表 2に示した。去

勢雄豚，雌豚とも 30から 45kgの時期がそれぞ

れ157.8g, 133.3gと最も蛋白質蓄積量が多

く，その後は去勢雄豚，雌豚とも 100g前後の

値となった。 30kgから 120kgまて‘‘通しても 100

g以上の蓄積能力があることが示された。そ

して，いずれの期間ても性間の差は認められ

なかった。性間比較て｀は，雄が最も優れ，次

いて‘雌豚，去勢雄豚の順て‘あることが明らか

にされており列これまて‘‘報告されている結

果と同様の傾向といえよう。WHITTEMOR-

Eら5)によると体重が75kg付近て｀蓄積量が最

大となり，雄て''130g, 雌豚て''120g, そして去

勢雄豚て''105gである。本試験て‘、も各時期こミと

に蛋白質蓄積量を推定したが短かい時期て｀は

日齢が逆転する場合もあり，変異が大きくな

るため表には示さなかった。また，本試験と

は別に30kgから 70kgの肥育前期と 70から 105

kgまての肥育後期の各時期て‘‘の 1日当たり蛋

白質蓄積量を測定した試験の結果，不断給餌

下て肥育前期と後期て‘‘去勢雄豚が136.4gと

124.9g, 雌豚て''127.4gと145.8gの値を得てい

る（未発表）。こうした結果から，系統間三元

交雑豚は蛋白質蓄積量として去勢雄豚，雌豚

とも 100g以上の能力は保持しているものと

思われる 。国外て‘‘育種改良された豚について，
I 

同様な試験て''200gに近い値が報告11.12.13)され

ている 。給餌する飼料中蛋白質含量などが本

試験の場合と異なり必ずしも単純に比較てき

ないが， こうした能力の豚の枝肉に占める脂

肪含量を本試験と比較するとかなり少な(,

赤肉の占める割合が高い。ヨーロッパて鳴

の改良は赤肉割合に重点を置き背脂肪開をか

なり薄く改良した。その結果，筋肉間脂闘

合が少なく嗜好性の点て‘劣ることが指摘され

ている。わが国て‘‘は，枝肉の格付けの点て脂

肪厚が薄すぎるものは上物からはずれるこ と

になり，適度な皮下脂肪厚が育種改良の甘仕

となる。

以上，系統間三元交雑豚について，飼料枇

取能力と体重および日齢との関連て｀蛋臼質，稲

肪蓄積能力を去勢雄豚と雌豚の性間て｀比較検

討した。 その結果，体重50kg前後から去勢誰

豚が雌豚より多く飼料を摂取し，この時期か

ら去勢雄豚が雌豚より発育が早くなり，体重

が105kgて11.7日の日齢差がて‘‘きた。一，方化

学的構成成分を体重との関連てみる と， 65kg

前後から去勢雄豚は雌豚より水分と蛋臼質が

少なくなり，脂肪が多くなった。しかし，し

れを日齢との関連て‘‘みると，水分，蛋臼質It
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在差が認められず，脂肪の蓄積品だけ去勢雄

印が雌豚より多い結果が得られた。これは去

縣ては過度に飼料を多く摂取するため，過

分なエネルギーが脂肪として蓄積したためと

息bれる。その結果，発育は優れるが蛋白質

猜積蘭は体重を基礎にして考えると雌豚よ

り劣り，日齢を基礎にして考えると雌豚と同

l i: なる。
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平成 5 年度畜産技術協会が行う仕i負t言〖業~(J)従！案内
畜産技術協会は．生物系特定産業技術研究推進機構（生研機構） と共同して出資する 4i業を行なっ

ております。本年度も昨年度に引き続いて，下記の要領て出資申し込みを受ける予定てすのて，`御案
内します。

記

1. 出資の対象は．碁礎研究又は応用研究段階から実施する，畜産先端技術に関する試験研究を行な

う法人で生研機構のほか 2以上の企業等が出査することが条件てす。

2 . 申込み受付期限は平成 5年10月下旬を予定しております。詳細は．喝協会にお問い合せ下さい。

和 3東京都文京区湯島 3-20-9 畜産技術協会 電話03(3836) 2301(代 F AX03 (3836) 2302 

畜産技術 1993年7月号 R 



技術情親

1 . はじめに

受精卵移植は米国においては1970年代1:3 

ーロッパ品種の肉用牛種畜の増産技術として

利用が始まり， その後は乳用牛の種斎生産1:

も利用されるようになった。1980年代後半叫

年間合わせて約20万頭近い移植が行われてい

た。 しかし， ライフスタイルの変化から猜

需要が低迷したことにより，近年肉用牛を対

象とした利用が減少し， 1991年の年間の移植

頭数は約10万頭程度にとどまっているという

(IETSニュースレター： 1993年1号より）。

このような状況の中て‘ヽ ，米国南部において

肉用牛を中心に受精卵移植をコマーシャルベ

米国の牛受精卵移植技術に関する新しい働きについて

下乎乙夫 (ItsuoShimohira) 

農林水産省家畜改良センター

R 醒技術 1993年7月号

ースて行ってきた企業は商業ベースての活肩

が困難となり，全米最大の規模を誇ってじt:

テキサス州のリオビスタ社が閉鎖に追い込i

れたことは，受精卵移植を巡る厳しい状況を

示す象徴的な出来事て‘‘あった。一方，新砂

ビジネスチャンスを求めて核移植技術や性判

別技術の実用化に取り組んだベンチャー企棄

のグラナダ社も，結局新しい技術を採算ベー

スに乗せるのは困難てあり，技術的な成果は

得られたものの経営的には成功せず最近閉訃

されたという。

今回， このような米国の受精卵移植をと り

まく状況が急激に変化する中て‘ヽ，新たな技俯

として関係者が注目している「生体からの胤

胞卵子の採取と体外受精による受精卵生産杖

術」に関して見聞する機会があったのて｀紹介

する。



！，技術的背景

輝においては受精卵移植はすて‘‘に特殊な

贖，技術者が行うものてはなく，一般の開

鱈医師あるいは小規模な受精卵移植の技術

すービスを行う企業等が多数参画している 。

忙って，企業間の競合が激しく，料金体系は

w年前と変わらないままなのて‘‘収益性は最盛

屑に比べると低下し，生き残りのために企業

：してはその技術サービスに何か特色をもた

ぜる必要性が生じてきていた。

一方，牛の体外受精技術については1980年

臆半に技術開発がなされ， 日本及びアイル

ぅンドのような特殊な肉用牛生産形態を取る

軋［おいて商業ベースての利用が進みつつあ

訊血統が不明な屠場由来の卵胞卵子を利

開した1本外受精技術は米国て‘‘は商業的な利用

噸只あり，学術的な研究目的ての利用に

屑定されていた。

しかし，近年超音波誘導；により生体から卵

覗子を吸引採取する技術が開発され， これ

淋外受精技術を組み合わせることにより過

韓処理によらずに受精卵を生産する技術の

可能性が示され，従来の受精卵移植技術の付

輝を高める技術として位置づけて，一部

り企業が技術の実用化の取り組みを開始した。

濁技術は，卵胞卵子を屠殺された雌牛の

禎からてはなく，生体から超音波診断装罹

．より誘導した吸引針を用いて採取し，採取

附：未成熟卵子の媒精及び発生培簑は甚本

恥i屠場由来の未成熟卵子を使用する場合

北ったく同様の方法て‘‘行われる。

加術の基礎研究はオランダや米国の大学て‘‘

足んだが，前述した背景から米国ては企業が

翡釧ヽ
-'-Cり技術の実用化に取り組み，一部

"tt 
lヽ てに商業的な利用が始まっている。

ゞては，ペンシルバニア州のエムトラン

社て実施されていた技術の概要を紹介する。

3 . エムトラン社の概要

エムトラン社は共同の経営者て‘‘ある Dr.ハ

スラーと Dr.マッコリーが16年前に創業した

受精卵移植をコマーシャルベースて行う会社

てあり，カルホルニア州にもエムトランウエ

スト社という支社を持つ米国ても屈指の受精

卵移植企業てある。

ペンシルバニア州のエリザベスタウンに本

社があり，従業員は共同経営者の 2名を含め

て技術者が 6名（内 2名実験室担当），事務員

2名，牛舎管理者 3名の計11名て‘‘構成され，

供卵牛150頭，受卵牛200頭を繋養し，年間約

6000個 (1991年実績）の凍結受精卵を輸出し

ている。

米国においては種畜増産を目的とする一般

的な受精卵移植技術については中小の受精卵

移植会社あるいは開業の獣医師が行うように

なり，農家を対象とした通常の採卵移植の技

術サービス分野は競合が激しく，大きな施設

を有するエムトラン社のメリットは薄れ，企

業としての運営は困難となってきていた。

そこて‘ヽ，エムトラン社てはこの数年は海外

資本（欧州や中南米）が米国内て購買した優

秀な乳牛の供卵牛を社内の隔離施設て‘‘繋蓑し，

採卵して凍結受精卵として輸出することを主

体として業務を展開してきた。しかし，各国

の輸入規制の緩和の中て新たなビジネスチャ

ンスを生かした技術開発が必要となってきて

し、た。

最近ては，超音波誘導により経腔法て卵胞

卵子を採取し体外受精により受精卵を生産す

る技術を他の機関に先駆けていち早く確立し，

全米より通常の過排卵処理ては反応不良の供

卵牛を集めて，商業ベースて‘‘この技術の提供

を行っている。
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4 . 経腟法による卵胞卵子の吸引

と体外受精法

1) 卵胞卵子の吸引法

日本製（アロカ製）の超音波診断装置て,,5 

メガヘルツのプローブ（探子）を用い， この

プロープを腟内に挿入てきる吸引針ガイドが

ついたハンドルに装着して，プローブ先端を

腟外口側壁に誘導する。（写真 1, 2) 

プローブのハンドルより約10cm長い17Gの

針を吸引針として用い，吸引時の血液の凝固

を防ぐ‘ために予めヘパリン入りのPBSて内

部を満たしておき，フットスイッチの付いた

吸引ポンフ に゚接続する。

卵巣を直腸経由て‘フ゜ローブの先端に密着さ

写真 1

~ 

写真 2

働 畜産技術 1993年 7月号

せ，超音波画像て‘‘卵巣内の小卵胞の位置を箱

認して吸引針をガイドに沿い挿入して，腔壁

を通して卵巣内に穿剌し画像て確認しながら

針を誘尊し，先端が卵胞に達したら吸胆1ボン

プのスイッチをオンにして卵胞内卵子を飼

する。（写真 3)

4 -5個程度卵胞の吸引が終わったら，直

液による凝固を防ぐ‘ために吸引針を一且ハン

ドルから抜き取りヘパリン加PBSて内都を

洗浄後，吸引を再開する。（写真 4)

回収卵胞液は多量の血液を含んているの-(,

エムコンフィルターて‘‘濾過しPBSを加紅

清浄化してから採卵後の卵子の検索と同じ晏

写真 3

写真 4



写真5

蘭て未成熟卵子を検索する。 （写真 5)

採取された未成熟卵子は卵丘細胞の付着の

聰により 4つに区分して体外成熟に供する

礼屠場由来の卵巣から採取した卵子に比べ

杜肌丘細胞の付着の弱いものが多いのて・・,

靴肘子も含めてすべての卵子を体外受精に

圃いる。

1)体外受精法

鱈培養，媒精，発生培養法は， 1年前に

専入したテキサスのグラナダバイオサイエン

中社の体外受精技術マニュアルに甚づき実施

ずる。

訊培養には 4穴シャーレを用い， FSH及

［エストラジオールを添加したm-199培地

珈の成熟培地内て‘‘供卵牛から採取された

田 20時間分別培養する。

精子は凍結精液を用い，融解後パーコール

謹て活性精子のみを分離し， 0-2μg/ml 

叫ンを添加した修正タイロード培地て‘

1.2~ 2 X 10列こ精子濃度を調整し，媒精に供

↑ る。

如精時のヘパリン濃度及び精子濃度は供す

遁雄牛によって異なるのて‘，予め屠場由来

鴻巣を用いて受精検査により各種雄牛毎に

鯛農度を調べておく。

闘l.t.500μ!の精子浮遊液内て14-16時間

行い，終了後はボーテックス（試験管振とう）

て2.5分処理して卵丘細胞を剥離し， i先浄後

BRL細胞が単層発育した発生培地て共培養

する。

BRL細胞は培養開始 2日-4日目て''500μ1

の培地全体に細胞が単層発育したものを用い，

卵子は共培養開始後 4日後に新しい培地に移

し変える。

媒精時を 0日として 6日-8日目まて‘‘に発

生する胚盤胞を形態により 1-3の 3種類に

ランク付けして，品質の高い上位 2ランクの

胚を発情後 6-7日目の受卵牛ピ新鮮胚て移

植する。

5 . 技術の現状

エムトラン社ては 2年前より技術の実用化

の取り組みを開始し，昨春ころよりコマーシ

ャルベースて‘‘この技術の利用を開始したとこ

ろてあるが，実用ベースて‘‘この技術を利用し

ながらも試行錯誤により発生率の高い培養系

の開発を行っていた。

この技術の本格的な商業的利用を開始した

時から現在 (1993年 2月）まて‘‘に， この技術

を利用して約200頭近い受胎例を得ていた。

通常の過排卵処理て‘‘は反応不良あるいは正

常卵を得られず，遺伝的査質が良好な供卵牛

がこの技術の対象牛となるのて］今後この技

術の需要は極めて高いと考えられていた。

現在エムトラン社が繋養する供卵牛の半数

近く （約60頭）は，遺伝的資質は高いが通常

の過排卵処理ては反応不良の供卵牛あるいは

四肢の傷害て過排卵処理てきない供卵牛てあ

り，今後も全米各地よりこの技術による産子

の生産を希望する供卵牛が集まるのて，対象

の頭数がさらに増加すると思われる。これら

の供卵牛を対象とし，週45-50頭 (1日15頭

ペースて‘月曜から水曜日まての 3日間実施）

畜産技術 1993年 7月号 R 



から卵胞卵子の吸引，体外受精を行っていた。

技術水準は，吸引により 1頚当たり平均 5

-6個程度の卵子が回収され，移植可能な胚

盤胞まての発生率は20%て‘ヽ， この胚の新鮮卵

移植ての受胎率は50%程度て‘、ある。

現在の技術レベルては実施頭数の約 1/3

からしか受胎例は得られないが，繰り返しが

可能てあるのて，エムトラン社てはどんな問

題牛ても導入された後 3カ月以内にその90%

から受胎例を得られると保証している。

卵子の吸引は 1週間間隔て‘実施可能て，操

作を的確に行えば10回以上卵胞卵子の採取を

繰り返した後も卵巣及び卵管などの癒着，傷

害は認められないという。

また，過去に過排卵処理て‘、まったく反応し

なかった供卵牛からも未成熟卵子の回収可能

てあり，興味深いことにこれらの供卵牛を数

回体外受精に供した後過排卵処理を行うと反

応する場合がある。

米国内てこの技術を商業ベースて‘‘行ってい

る機関は他に 2機関あるが，いずれも規模は

小さく，エムトラン社の実施規模が最も大き

いと思われる。

この技術はエムトラン社が顧客から供卵牛

を預かり生産された体外受精卵をエムトラン

社の所有する受卵牛に移植し，受胎した受卵

牛を顧客が買い取ることにより提供されるが，

料金体系は供卵牛の管理費は 1日50ドル，受

胎受卵牛価格は1750ドルてあった。

現在の技術的な課題は，発生培養成績味

定化と生産された体外受精卵の凍結技術0籠

立てあり， Dr.ハスラーが陣頭指揮をとりこれ

らの技術的な課題を解決するための実験を行

っていた。

6 . 終わりに

米国ては受精卵移植を巡る状況が厳し（，

企業として生き残りをかけてこの技術に取り

組んだ結果，急速な実用化が進んだと考砂

れる。効率面て‘いくつかの問題は残されてじ

るが，従来の技術ては利用て‘‘きない供那牛を

救済て‘‘きる技術としてそのニーズは高く，受

精卵移植技術の発展技術として今後確実I:定

着すると思われる。

わが国においても，受精卵移植を種畜贈産

技術として利用している機関において，こ0

技術の利用価値は高いと考えられ，今後雌

術導入，実用化が必要てあると考えられる。

家畜改良センターにおいても，機器の開発

を含めてその実用化に着手したところてある

が，今後関係者の努力によりこの技術がbが

国においても実用化されることを期待しか'o
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〔畜産局〕

平成 5年 5月19日付

板原 陸夫 ホンデュラス国カタカマス市国立農業
学校へ（畜産局付）

〔農林水産省〕 平成 5年 6月1日付

濱口 義喋 生物系特定産業技術研究推進機構理事
長

〔畜産局〕 平成 5年6月1日付 i
岩間 逹夫牛乳乳製品課課長補佐（生乳班担当）：

（家畜生産課課長補佐（牧場整備班担 i
当））

南波利昭農林水産技官家畜生産課課長補佐 i
（牧場整備班担当）（畜産振興事業団企 i

画情報部長）

家畜改良センター茨城牧場長（牛乳乳！

製品課課長補佐（生乳班担当）） i 
〔家畜改良センター〕

伊藤 豆家畜改良センター技術部長（家畜改良！

センター茨城牧場長） i 

青沼 明徳 家畜改良センター十勝牧場長（家畜改｛

良センター技術部長） ！ 

退職（家畜改良センター十勝牧楊長）
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購紀をめざす富山県農業の展開（アグロビア21)を推進する

冒山県畜産試験場
青木誠 (MakotoAoki) 

Lはじめに

樟は本州日本海側の中央部に位置し，東

酌0km,南北76kmて‘ヽ，人口112万人のまとまり

浪い県土てある。地形的には東部の立山連

りを代表とする標高3000m級の北アルプス，

蒻は飛弾山脈に囲まれて扇状地平野と暖流，

糀が交じわる富山湾が開ける比較的コンパ

外な形状をなしている。

本県農業は耕地面梢の95.8%が水田て‘占め

；れていることから， 禾爵イ乍に牛寺ィヒしているが

馳墳産以外にも果樹，園芸の振興に努め

：＼ヽる。

農業粗生産額は1,103億円て‘ヽ，そのうち水稲

町86億円 (71%, 第 1位），畜産が165億円

虞第2位）てある。畜種別生産額の構

砒1よ鶏45%,豚23%, 乳牛20%, 肉牛12%

出ている。

橿の畜産は 1戸当たり飼養頭羽数の全国

厨，採卵鶏 3位， 肉牛 9位，豚12位， 乳

甘9位て，規模の大きい企業型畜産が多いの

堺微てある。

畜産振興方針として①需要の増大に見合っ

遠コスト生産の拡大，②消費者ニーズに即

,, した高品質て‘安全な畜産物の供給，③飼料

自給率の向上，④流通の改善，⑤ゆとりある

畜産経営の推進，⑥優れた担い手の育成・確

保等について積極的に推進することとしてい

る。

2 . 沿革と概要

本場は大正 9年富山県種畜場として創設さ

れたが，昭和35年県勢総合計画に甚づき，施

設，器機を整備し，畜産試験場と改称された。

昭和45年豚の雑種時代に対応する優良純粋種

豚生産県としての甚盤を強化するため，育種

用豚舎や肉質検査室等の整備を図り，種豚改

良育種事業に着手した。昭和56年畜産知識の

啓蒙と動物とのふれあいの場を提供するミニ

動物園を開園した。

昭和37年晨業試験場城端分場を本場の分場

に切替え，酪農経営実験牒場として酪農経営

の実験指洋に当たってきた。しかし，昭和57

年から「とやま肉牛」改良碁礎牛群の増殖と

優良雌牛の配布業務を行い，「とやま肉牛」の

振興拠点としたが，昭和60年酪農経営実験農

場を廃止し，昭和63年には，これらの関係業

務を富山県農地開発公社富山県肉用牛センタ

ーヘ移管した。

総面積は13.lhaて‘‘，は場面積は6.2haてあ

畜産技術 1993年7月号 . 



る。

組織機構は，場長，次長の下に総務課，飼

養技術課，育種改良課，飼料環境課の 4課が

設置されている。職員は行政職 2名，研究職

25名，現業職11名（嘱託 2名）の38名てある。

3 . 試験研究の重点目標と主要研
究課題

(1) 水田の高度利用と飼料作物の安定多収技

術の確立

水田化率95.8%の本県ては飼料作物の生産

甚盤は水田て‘‘あることから，水田における飼

料作物優良品種選定と現地適応性調査は重要

な課題となっている。また，チュー リップ 球

根主産地（栽培は水田て行われる） として，

球根作跡田の飼料作物及び稲作の輪作体系確

立による地力増強と生産性の向上を図るため，

地域水田塁業技術の体系化を進めている。さ

らに， 自給飼料及び土壌分析並びにラッフ゜サ

イレージの加工調製と給与技術改善に取組ん

て‘‘しヽる。

(2) 育種改良による高生産性家畜の造成

本県の銘柄牛てある 「とやま肉牛」の改良

増殖と肉質向上のため，受精卵移植技術の実

用化を図っているが， これ まて‘ヽ ，凍結受精卵

及び体外受精の技術については普及に移して

きた。本年度から新たに受精卵の低コスト 化

を図るため，核移植を応用したク ロン家畜の

作出技術確立をめざすことにしている。誼

60年から造成した大ヨークシャ一種の系紐麻

は本年度に完成するが， この系統豚をさらI:

SPF豚とする計画てある。また，系統豚精椛

の保存と有効利用のため豚の凍結精液の実闘

化を図っている。

(3) 高位生産のための家畜飼養管理技術の惰

立

高泌乳牛飼接における高品質乳生産のため

の飼料給与マニュアル策定に向けて技術龍立

を図っている。また，センサー及び無線は

る肉牛の発情発見システムの開発とシミュレ

ーション技術利用による飼料作物栽培支援シ

ステムの構築を図っているほか，家畜ふん屎

の畜舎内堆肥化利用技術の開発と水稲等へ0

施用技術確立に努めている。

4 . おわりに

本場は昭和35年施設整備されて以来，老朽

化していることから，有識者による富山應斎

産振興推進方策検討委員会報告書に基づき，

平成 4年度から SPF豚の生産並びに系統豚

造成のための種畜供給センタ ーの整備と草抱

造成が進められており，平成 8年度を甘途t

してその他の関連施設も集中させ，畜産技俯

研究の総合センタ ー として移転整備を行うこ

ととしている。

人事・予算・出納会計及び庁舎管
務 課一-

理・ 物品購入等庶務一般

養技術課一
豚の系統造成事業、家畜・家きん

場長一次長l の飼養管理技術の試験研究

吉玉舌戎ァ白亘里—
家畜の

の試験研究、飼料分析

料環境課一
水田の高度利用と飼料作物安定栽

培技術の試験研究、土壌分析
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屏19回国際受精昴移植学会(IETS)の概要
頼田勝見 (YORITA KA TSUMI) 農林水産省畜産局 家畜生産課

［はじめに

麟受精卵移植学会は，受精卵移植に関す

躙的な情報交換，受精卵移植技術の健全

1;発展及び関連事業の苦及等を目的として，

1111年に米国コロラド）小Iデンバー市において

耗し，今回て19回目の開催となる。本学会

,; 海年世界各国の大学，民間企業等の研究

評技術者が多数参加し，数日間に亘り受精

囀に関する研究及び技術開発の動向，最

攣果等について，セッションやボスター

ばる発表を行うとともに，各種の買の授賀

磯間企業による関連器具・機材の展示等

躙れるなど，受精卵移植に関する国際的

; 吠イベントとなっている。

濁度，米国Jレイジアナ州において開催さ

（し［本学会の第19回年次大会に出席する機会

を得たのて， その概要について報告する。

今目のB程は， 1993年 1月10日-12日がバ

＼ンルージュ市のベルモントホテルにおける

IETSの年次大会， 1月13日がJレイジアナ州

噂における学会後セッションてあった。

IETSの年次大会は，①メインプログラム

Itッション I-V), ②ポスター発表及び③

籟I:よる受精卵移植関連器具・機材の展示

J3つのバートから構成され，①～③はそれ

耀別々 の会場て,,3日間同時平行て行われ

［メインプログラム

材ンプログラムは，セッション I: 牛の

枷g8処理， II: 牛胚の体外生産の現状，

III : 牛胚に対する生物工学の応用による超微

構造及び発生に関連した成果， IV:家畜にお

ける遺伝子＃入， v:哺乳類の胚の初期発生

に対する成長因子の効果の 5つのテーマ別の

セッション及び学生による研究発表コンペか

ら成っており，各セッションては， それぞれ

のテーマ別に，招待者による特別講演（各

40-50分）及びボスタ一発表にエントリーし

たもののうち特に注目すべき演題の発表（各

15分）が行われた。

招待者による講演は，各セッションのテー

マに関連した研究，技術開発の現状及び今後

の展望等についてのレどューが中心てあり，

その主なものの概要は次の通りてあった。

1) 牛の過剰排卵処理における近年の進展

(The University of Western Ontario, 

D.T.Armstrong) 

受精卵移植技術の野外応用が開始されてか

なりの年月が経過したにもかかわらず，過剰

排卵処理技術は依然として不安定な要素を多

く抱えたまま現在に至っている。本講演ては，

過剰排卵処理の成否に影饗を与える各種因子

（①供卵牛の卵巣反応に影響する因子，②授

精及び受精卵の生存能力に影響する因子及び

③供卵牛の飼蓑管理に関連する因子）につい

ての分析や最新の研究成果等の紹介がなされ

た。特に①については，牛の発情周期を通じ

て波動的に生じる卵胞の成長・退行のサイク

ルを正確にとらえ又はこれをコントロ ールし，

最も適切なタイミングて過剰排卵処理を開始

するための種々の研究成果が紹介された。し

か し，いずれの研究結果も主として牛の個体

...... 技術 1993年 7月号 f) 



差によりその評価が困難て‘‘あり，採卵効率向

上の決め手となる手法は未だに確立されてい

ない。

2)牛におけるPMSG/抗PMSG:簡易かつ

効果的な過剰排卵処理てあり得るか？

(Utrecht University, Steph J. Dieleman) 

近年， PMSGによる過剰排卵処理におい

て， その半減期が長いことによる残余効果の

悪影響を抑えるため，発情期近くに抗PMSG

剤を投与する手法が試みられているが， その

成果については一定していない。抗PMSG剤

の投与による正常卵数回収率の向上は， それ

が排卵前LHヒ°ークの直後に行われた場合に

最も効果があることが明らかになりつつある

ことから，排卵前LHヒ°ークの時期を決定す

るか又はPRID等の応用により LHサージの

タイミングをコントロールする手法の溝入等

により安定的技術となり得るてあろう。

3) は乳類卵子における減数分裂成熟の再開

に影響するファクター

(Marquette University,SM Downs) 

ほ乳類卵巣中の卵子は，排卵前の性腺剌激

ホルモンサージに反応するまては，減数分裂

の第一分裂前期に留まっている。この時期，

卵子は顆粒膜細胞や卵丘細胞とギャッフ ジ゚ャ

ンクションを介してつながりを保つことによ

り，体細胞との情報伝達系を維持している。

体外受精卵生産や核移植技術においては，

体外へ取り出した卵子の成熟培養の成否が非

常に重要てあるが， これには，ホルモンサー

ジ前に取り出した卵子の減数分裂を体外て‘‘確

実に再開させられるか否かが一つの鍵となる。

生体内て‘‘は，卵子は，性腺剌激ホルモンサー

ジによる剌激がシグナルとなって，減数分裂

を再開し，メタフェーズIIへと進むが， この

プロセスには， cAMP, ヒポキサンチン等の

抑制因子による滅数分裂進行抑止の解除，

Ca, ビルビン酸，グルコース等の正の方向へ

働く因子の産生・放出等が複雑に関連し， ま

た，これらのプロセスには，卵子と体細胞間

の情報伝達機構が重要な役割を示すことが肌

らかになりつつある。

4) 迫伝子導入家畜：経過報告

(Tufts University, KM.Ebert) 

追伝子導入は，外来DNAの核内への人為屈

な挿入により，新たな形質を付与する技術て

あり，家畜においては，成長率の増加や臆

組成の改善等の形質の改変を日的としたい（

つかの実験がなされている。中ても豚におけ

る成長ホルモン迫伝子の導入の試みについて

は多くの報告がある。また，近年，筋紐叡

分化に関与し，筋線維の発育に直接影響訊

c-ski迫伝子の豚等への導入が試みられてお

り，種々の異なった結果が得られている。こ

うした試みにおいては，導入した遺伝子発見

の場所及び時期特異性等に関する制御が陣

なため， しばしば迫伝子導入による負の麟

が現れるといった問題点がある。一方，商棗

分野ては，遺伝子碍入技術により，人に有刻

な薬物を効率的に家畜に生産させる試みに対

する投資がなされつつある。

5) インシュリン様成長因子と胚盤胞発育

(University of Flolida, R.C.H.Simmen) 

近年，ペフ゜チド成長因子が，妊娠の成立並

びに維持及び母胎—受精卵間情報伝達に靡

していることが示されてきている。中ても1

ンシュリン様成長因子 (IGF)の一群は，賎

初期（特に着床前後）の胚の成長及び分化1:

寄与しており， また，母体が妊娠の成立を悶

識するためのシグナルを胚が生産・分泌賛

ことにより， 子宮と受精卵が協調して発育ず

るというメカニズムにおいて，重要な伝逹内

質として機能していると考えられている。

IGFの多様な作用は，受精卵の活性の向上

（低ランク卵の品質向上），受精卵を受け入れ

るための子宮内環境の同期化，受精卵の生存

率の向上，受胎率及び繁殖効率の向上等受精

卵移植技術における様々な応用の可能性を枡

めている。

~ 



ふポスター発表

一方，ポスタ一発表の会場て‘‘は，批界各国

松共機関，大学及び企業の研究機関におい

：難された最新の研究成果がボスターにま

tめられて展示されており， 2 Fl日と 3Fl目

0バンプログラムの休憩時間を利用して，

ポスター展示者による研究内容の解説，質疑

答が行われていた。

今回のボスタ一発表ては，生体からの胚の

菰その凍結保存及び受卵牛への移植とい

丸いわゆるこれまて‘一般的にETと呼ば

(lてきた分野についての発表は全体の 2割弱

（少なかったが， その中て‘‘は，生体内ての周

扉りな卵胞の生成サイクルに関連した効率的

湯剰排卵処理に関する発表が比較的目立っ

!:(表1)。より効果的かつ効率的な過剰排卵

随について，今回いくつかの新しい研究成

見が発表されたが， いずれも生体からの胚の

脚：かかるコストを大幅に低減させ得る程

滅果には至らないようてあった。今後家畜

湖分泌と卵巣内の卵胞動態との関連につい

濁研究等，繁殖生理に関する碁礎的な研究

達展が求められる。

一方， 1本外における卵子の成熟培養授精，

囀生培養といった体外ての胚生産及びこ

砂を基礎技術とした核移植，性判別，遺伝

渇入等，より新しい技術に関する発表が数

多（なされており -" -フした分野て‘‘の基礎研

舟：i着実に進展しつつある。これらの中には，

耀における，細胞周期等に着目した卵子

甜化の条件設定，牛の胚盤胞の内細胞塊細
~ 
ぶよその培養・増殖により生産された胚性

疇 (ES細胞）様細胞をドナー核とした核

魁よる牛の生産，ニワトリ由来の筋肉増

'• 息伝子を導入した遺伝子砕入牛の生産等非

窟I:興味深し‘ ものが数多くあった。今後これ

;0冊究がより一層進展することにより，低

賣の胚生産や，より付加価値の高い胚

如の大最生産が可能となることが期待

一
される 。

4. おわりに

IETSへの参加だけてなく，渡米について

も個人的には初めてのことてあり，行政サイ

ドから受精卵移植技術を推進する者の一人と

して非常に貸璽な経験をさせて項いた。特に

学会ては，胚移植技術に関連した最新の研究

及び技術開発の内容に関する情報を収集する

ことがて‘‘き， また，世界的な胚移植関連の研

究・技術開発の動向及び今後の方向性を知る

ことが出米たことは非常に有意義て‘‘あった。

最後に，今回渡米の機会を与えて下さった

方々及び出張期間中米国においてお世話にな

った方々に対し，誌面をお借りして心からお

礼申し上げます。

表 1.ポスターセッションのテーマ分類
(I) 畜種別

牛及ぴパッファロー
豚

実験動物

羊及び山羊

馬

猫

霊長類

魚

ヒト

その他

計

(2) 研究分野別

体外授精

過剰排卵処理・卵巣動態

体外培養

核移植

卵子・受精卵の凍結

遺伝子導入・胚性幹細胞

体外成熟

精子細胞

ET技術

受精卵形態学・代謝

成長因子

超音波誘導卵胞穿剌

性判別

疾病伝播

計

演題数

: 107題

: 21 

: 21 

: ID 

: 7 

: 3 

: 2 

: I 

: I 

: 4 

177 

演題数

: 23題

: 23 

: 22 

: 20 

: 18 

: 15 

: II 

: 10 

: 9 

: 8 

: 6 

: 5 

: 4 

: 3 

117 

比率

60.5% 

11. 9 

11. 9 

5.6 

4.0 

I. 7 

I. I 

0.6 

0.6 

2.3 

比率

13.0% 

13.0 

12.4 

II. 3 

10.2 

8.5 

6.2 

5.6 

5.1 

4.5 

3.4 

2.8 

2.3 

I. 7 
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乳用牛評価報告の発表について

家畜改良センターては，現在最も優れた家

畜の能力評価法て‘‘あるアニマルモデルによる

乳用牛の迫伝的能力評価を昨年秋に実用化し，

その評価成績の発表を行っております。評価

成績は春，秋の年 2回発表することとしてお

り，今回は，平成 5年春の成績として 4月に

種雄牛， 5月に雌牛の発表を行いました（別

紙リストの通り）。種雄牛については，現在供

用可能な種雄牛135頭の成績を，雌牛について

は，牛群検定参加牛のうち経済効果上位100頭

の成績を所有者の了解を得て発表いたしまし

た（無登録牛， 自家検定牛， 3回搾乳牛及び

平成 4年 8月以降初産分娩した牛は除く）。な

お，全牛群検定参加牛の評価成績は，追って

各農家へ通知されることとなっています。

別紙リストての各形質の遺伝的能力は

ETA (推定伝達能力：子に伝えられる平均的

能力の推定値） 、として表示しています。また，

乳祉，乳脂醤，無脂固形分祉のETAを乳代に

換箕した経済効果を併せて表示しています。

泌乳や体型に関与する遺伝子は多数てあるた

め，同じ親から子に同じ組合せて‘‘迫伝子が伝

わることは一卵性双生児のような特殊な場合

以外にはないことから，両親が同じてあって

も能力的にはバラッ キがあります。 しか し，

両親のETAから，その子の平均的能力を推定

することは可能てす（平均的な子の迫伝的能

カ＝父牛のETA十母牛のETA)。な お，今回

のETAは， 1985年に生まれた検定牛の平均値

R 畜産技術 1993年 7月号

農林水産省 家畜改良センター

をゼロとして，プラス・マイナスの値て示し

ており，前回発表した乳用牛評価のETA!i

1984年生まれの検定牛の平均値をゼロとして

います（表の見方等の詳細は，本誌'93年4月

号を参照のこと）。

乳用牛評価に対するアニマルモデルの翻

は，従来手法に比べて種雄牛評価の正確炉

信頼性を向上させるばかりてなく，雌牛蹟

も可能にすることから，評価値の多面的な話

用が期待されます。具体的には， 1)雄雌伺

時評価によって，種雄牛及び雌牛の能力を考

應した計画的な交配が可能となること 2) 

雌牛評価値に甚づく客観的な選抜及び導入が

可能となること 3) 雌牛の生産能力に影

＜淘汰が可能となること 4) 全国ランキン

グにより国産種雄牛生産のために真に優秀な

雌牛の利用が可能となること等のメリットi:

より，改良ばかりて‘‘なく経営の効率化にも奇

与することが期待されます。

家畜改良センタ ーては，ア ニ マ）レモ デ）~i:

よる評価結果をより広く活用していただ(I:

めに，年 2回発表する評価成績についての詳

しい分析を行い，その結果を毎年発行する「象

畜改良センタ ー乳用牛評価報告」のなか（沿

知ら せし たいと考えております。
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+
2
8
 

-0
,1
1 

北
海
道
別
海
町

佐
々
木
善
直

+
4
0
 

-
0
,
0
5
 

北
海
道
音
更
町

及）
II
博
之

+
3
2
 

-
0
,
0
2
 

北
海

道
ニ

セ
コ

町
堀

力
夫

+
2
6
 

-0
,1
1 

北
海
道
伊
達
市

唐
沢
健
康

+
 18 

-
0
,
0
4
 

北
海
道
羽
幌
町

木
下
義
則

+
4
0
 

+
0
.
0
5
 

北
海

道
弟

子
屈

町
坪

井
哲

典

+
3
4
 

+
0
.
0
6
 

鳥
取
県
鳥
取
市

田
中
泰
彦

+
3
3
 

0.
00
 

北
海
道
清
水
町

石
田
光
男

+
2
5
 

-
0
,
0
2
 

北
海
道
羽
幌
町

木
下
義
則

+
3
5
 

-
0
,
0
4
 

北
海
道
音
更
町

及
川
博
之

+
2
9
 

-
0
,
0
9
 

群
馬
県
宮
城
村

前
原

節
雄

+
2
8
 

+
0
.
0
3
 

北
海
道
長
沼
町

向
弘

行

+
3
5
 

-0
.0
1 

北
海
道
訓
子
府
町

渡
辺
守
彦

+
 19 

-0
,0
1 

北
海
道
幕
別
町

福
家
康
芳

+
 16 

-0
,0
1 

北
海
道
羽
幌
町

木
下
義
則

+
2
8
 

0.
00
 

北
海

道
ニ

セ
コ

町
高

橋
守

+
3
0
 

+
0
,
0
2
 

北
海
道
富
良
野
市

三
好
孝
行

+
2
2
 

-
0
,
0
7
 

岡
山
県
新
庄
村

深
井
寿
夫

+
3
0
 

-0
,0
1 

北
海
道
羽
幌
町

安
井
靖
孝

+
2
6
 

-
0
,
0
7
 

北
海
道
幕
別
町

佐
藤
孝
広

+
1
9
 

-
0
,
1
5
 

北
海
道
八
雲
町

戸
田
一
男

+
3
7
 

+
0
,
0
7
 

北
海
道
広
尾
町

岡
田
精
一

+
2
9
 

+
0
.
0
2
 

北
海
道
羽
幌
町

木
下
義
則

+
3
3
 

+
0
,
 1
7 

群
馬

県
宮

城
村

高
橋

晃
一

+
2
7
 

+0
.0
1 

北
海
道
遺
軽
町

新
岡

緻
幸

+
2
8
 

+
0
.
0
6
 

北
纂

直
別

毎
町

石
井

t鴫
昭

ー
北

為
遍

畳
富

町
裏

蠣
縫

+
2
5
 

o
.
o
、

北
算

遍
馴

子
府

町
・ar

n
外

大
郎

→
 至

，0
.
"
 

ゴ
e,
応,.
,.,

テ...
..
町・
..

JI,,
,. 
.. 

繋
養
地

所
有
者
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-
・
・
 綸

女
力

鴨
疇，
，，
,.
,.
.,
..
,

'
"

'
4

名
弓

）
生

年
.
.
.
.
 A
度

(
r
'
l
)
 

乳一
，
し
,
~
.
,
,

.. 
月
lヽ
>L
ll
il
形

分

46
82
81
3 

ハ
ッ
ピ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
ダ
プ
ル
マ
ッ
ト
マ
ー
ジ
フ
タ
ゴ
（
ハ
イ
ア
ー
ビ
ュ
ー
マ
ッ
ト
チ
ー
フ

）
 
19
86
 

+8
1,
73
1 

6
1
%
 

+
 9
21
kg
 

+3
8k
g 

-
0
.
0
3
%
 

+7
5k
g 

-
0
.
0
7
%
 

52
 

40
96
52
4 

フ
ァ
ニ
ー
デ
ー
ル
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
セ
プ
ン

（
プ
ラ
ウ
ン
デ
ー
ル
サ
ー
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

）
 
19
84
 

+8
1
、5
80

65
 

+
1
1
5
2
 

+
2
6
 

-0
.2
1 

+
8
8
 

-
0
.
1
5
 

53
 

*
 52
49
54
9G
 

ア
ー
ル
エ
ナ
ジ
ー
パ
リ
ア
ン
ト

（
キ
ン
グ
ス
テ
ッ
ド
パ
リ
ア
ン
ト
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン

）
 
19
89
 

+8
1
、5
06

49
 

+
 5
09
 

+
5
6
 

+
0
.
5
3
 

+
5
4
 

+
0
.
1
6
 

54
 

47
61
43
8 

ミ
シ
ェ
リ
ー
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
ジ
ュ
リ
ア

(M
AR
SH
FI
EL
D 
EL
EV
AT
IO
N 
T
O
N
Y
 

)
 1
98
7 

+8
1 
,4
41
 

58
 

+
 9
43
 

+
3
6
 

+
0
.
0
4
 

+
7
6
 

-
0
.
0
5
 

55
 

45
29
37
2 

ラ
ッ
キ
ー
ヒ
ル
マ
ス
ト
ロ
マ
ッ
ト
イ
ー
テ
ィ
ー

（
ハ
イ
ア
ー
ピ
ュ
ー
マ
ッ
ト
チ
ー
フ

）
 
19
86
 

+8
1,
26
3 

58
 

+
 6
93
 

+
4
9
 

+
0
.
3
4
 

+6
1 

+
0
.
0
3
 

56
 

40
43
06
4G
 

ア
ー
ル
エ
ナ
ジ
ー
サ
イ
ク
ロ
ン

(J
t,
.-
ヘ
ル
フ
ァ
ー
ム
ス
ピ
ッ
ク
マ
ッ
ク

）
 
19
83
 

+8
0,
91
4 

61 
+
 7
94
 

+4
1 

+
0
.
0
6
 

+7
1 

-
0
.
0
3
 

57
 

42
30
25
3 

ク
ロ
ス
デ
ル
ゴ
ー
ル
デ
ン
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

（
プ
ラ
ウ
ン
デ
ー
ル
サ
ー
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

）
 
19
84
 

+8
0,
50
7 

61
 

+
 9
76
 

+
3
4
 

-
0
.
0
2
 

+
7
8
 

-
0
.
0
6
 

58
 

52
04
55
1 

テ
う
モ
ト
ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
イ
ン
ハ
ー
ン
サ
ー
イ
ー
テ
ィ
ー

(
G
L
E
N
A
F
T
O
N
E
N
H
A
N
C
E
R
 

)
 1
98
9 

+8
0,
37
4 

55
 

+
 8
29
 

+
4
0
 

+
0
.
1
5
 

+7
1 

+
0
.
0
2
 

59
 

*4
72
01
81
 

ピ
ュ
ー
テ
ィ
グ
レ
ー
ピ
ュ
ー
ロ
ス
エ
ン
ベ
ラ
ー

（
ウ
ー
ド
パ
イ
ン
エ
ン
ベ
ラ
ー
フ
タ
ゴ

）
 
19
86
 

+8
0,
26
3 

57
 

+
 12
09
 

+2
1 

-
0
.
3
3
 

+
9
3
 

-
0
.
1
5
 

60
 

50
19
31
8 

ラ
ッ
キ
ー
ヒ
ル
マ
ス
ト
ロ
パ
リ
ア
ン
ト
イ
ー
テ
ィ
ー

(S
-W
-D
 V
AL
IA
NT
 

)
 1
98
8 

+
8
0
、
11
1

57
 

+
 7
26
 

+
4
5
 

+
0
.
2
0
 

+
6
4
 

-
0
.
0
4
 

61 
52
93
01
5 

エ
ッ
チ
エ
ム
チ
ー
フ
ル
ン
ト
・
セ
カ
ン
ト
・
イ
ー
テ
ィ
ー

(
W
A
L
K
W
A
Y
C
H
I
E
F
M
A
R
K
 

)
 1
98
9 

+7
9,
98
3 

52
 

+
 8
06
 

+
4
0
 

+
0
.
0
5
 

+7
1 

+
0
.
0
2
 

62
 

53
40
14
8 

ハ
ノ
ー
パ
ー
ヒ
ル
ダ
プ
リ
ュ
ー
コ
メ
ッ
ト

80
70
3
イ
ー
テ
ィ
ー

(
W
A
L
K
W
A
Y
C
H
I
E
F
M
A
R
K
 

)
 1
98
8 

+7
9,
87
0 

50
 

+
 8
61
 

+
3
4
 

-
0
.
0
2
 

+8
1 

+
0
.
0
8
 

63
 

41
50
63
8 

ハ
ー
ペ
イ
ン
カ
ウ
ン
テ
ス
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
ヘ
イ
デ
ィ
（
プ
ラ
ウ
ン
デ
ー
ル
サ
ー
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

）
 
19
84
 

+
7
9
、5
19

64
 

+
 9
00
 

+
3
6
 

+
0
.
0
3
 

+
7
4
 

-
0
.
0
5
 

64
 

47
77
31
9 

ホ
ク
ソ
ー
ロ
ー
ラ
フ
ロ
ー
レ
ッ
ト
イ
ー
テ
ィ
ー

(W
HI
TT
IE
R-
FA
RM
S 
N
E
D
 B
OY
) 

)
 
19
87
 

+
 79
,5
06
 

60
 

+
 8
42
 

+
 37
 

+
o
 .0
4 

+
 75
 

+o
. 
05
 

65
 

54
78
69
8G
 

フ
ラ
ン
ク
プ
ー
ツ
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

（
ジ
ェ
ー
エ
ー
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
エ
ー
ス

）
 
19
88
 

+7
9,
42
0 

56
 

+
 8
24
 

+
3
4
 

+
0
.
0
5
 

+
8
0
 

+
0
.
0
6
 

66
 

50
19
31
6 

ラ
ッ
キ
ー
ヒ
ル
パ
リ
ア
ン
ト
ダ
ピ
ド
ソ
ン
イ
ー
テ
ィ
ー
エ
ス

(
S
-
W
-
D
V
A
L
I
A
N
T
 

)
 1
98
8 

+7
9,
13
6 

57
 

+
 6
67
 

+
4
6
 

+
0
.
2
8
 

+
6
2
 

+
0
.
0
5
 

67
 

48
46
97
6 

ラ
ッ
キ
ー
ヒ
ル
ダ
ヒ
・
ド
ソ
ン
ス
タ
ー
パ
ッ
ク

(
H
A
N
O
V
E
R
H
I
L
L
S
T
A
R
B
U
C
K
 

)
 1
98
7 

+7
8,
88
2 

55
 

+
 5
47
 

+
5
2
 

+0
.5
1 

+
5
4
 

+0
.0
9 

68
 

48
74
12
4 

プ
ル
ー
ス
カ
イ
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
メ
ー
カ
ー

（
プ
ラ
ウ
ン
デ
ー
ル
サ
ー
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

）
 
19
87
 

+
7
8
、8
74

59
 

+
 10
06
 

+
2
8
 

-0
.1
1 

+
8
5
 

-
0
.
0
4
 

69
 

51
37
09
0 

ホ
ク
ソ
ー
ア
ル
マ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
ハ
ヅ
キ
イ
ー
テ
ィ
ー

(
G
R
E
N
A
F
T
O
N
E
N
H
A
N
C
E
R

)
 1
98
8 

+7
8,
79
2 

54
 

+
 9
03
 

+
3
5
 

-
0
.
0
9
 

+
7
4
 

-
0
.
0
7
 

70
 

28
83
66
9 

ラ
ッ
キ
ー
ヒ
ル
ク
リ
ス
タ
ン
ポ
リ
ー

（
ウ
ェ
プ
ス
タ
ー
ハ
イ
ア
ッ
ト
エ
ナ
ジ
ー

）
 
19
78
 

+
7
8
、6
15

70
 

+
 7
79
 

+
4
6
 

+
0
.
1
2
 

+
5
6
 

-
0
.
1
0
 

71 
*
 42
54
67
2 

ヨ
ー
戸
ヘ
ン
ガ
ー
ペ
ル
ト
コ
ー
ナ
ー
ス
ト
ー
ン
レ
ッ
ド

（
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
ス
ト
ー
ン
イ
ー
テ
ィ
ー

）
 1
98
5 

+
7
8
、6
14

60
 

+
 8
63
 

+
3
2
 

+
0
.
0
3
 

+8
1 

+0
.1
1 

72
 

47
84
96
6 

ジ
ョ
セ
フ
ィ
ン
ジ
ェ
マ
イ
マ
マ
ン
デ
ィ

（
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
プ
レ
ー
ス
マ
ン
デ
ィ
イ
ー
テ
ィ
ー
）

19
87
 

+7
8,
59
1 

59
 

+
 10
21
 

+
2
3
 

-
0
.
1
4
 

+
9
3
 

+
0
.
0
5
 

73
 

50
22
64
8 

テ
ラ
モ
ト
ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
ネ
ッ
ド
イ
ー
テ
ィ
ー

(W
HI
TT
IE
R-
FA
RM
S 
N
E
D
 B
O
Y
 

)
 1
98
8 

+
 78
、2
17

56
 

+
 7
87
 

+
3
8
 

+
0
.
0
9
 

+
7
2
 

+
0
.
0
9
 

74
 

50
19
31
4 

ラ
ッ
キ
ー
ヒ
ル
マ
ス
ト
ロ
エ
ス
ダ
プ
リ
ュ
ー
デ
ィ
イ
ー
テ
ィ
ー

(S
-W
-D
 V
AL
IA
NT
 

)
 1
98
8 

+
 78
、1
93

54
 

+
 6
92
 

+
4
4
 

+0
.2
1 

+
6
2
 

-0
.0
1 

75
 

49
45
53
9 

2
ド
ー
レ
イ
フ
ァ
ー
ム
ス
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ン
チ
ル
ダ
フ
タ
ゴ

(
S
W
E
E
T
-
H
A
V
E
N
T
R
A
D
I
T
I
O
N
 

)
 1
98
7 

+7
8,
11
3 

58
 

+
 9
12
 

+
3
1
 

0.
00
 

+
8
0
 

+
0
.
0
8
 

76
 

51
37
08
6 

ホ
ク
ソ
ー
セ
ー
ラ
フ
ロ
ー
レ
ッ
ト
イ
ー
テ
ィ
ー

(W
HI
TT
IE
R-
FA
RM
S 
N
E
D
 B
O
Y
 

)
 
19
88
 

+
 77
、9
76

54
 

+
 8
72
 

+
3
4
 

-
0
.
0
8
 

+
7
6
 

-
0
.
0
2
 

77
 

46
65
13
7 

ホ
ク
ソ
ー
ラ
ー
ジ
フ
ロ
ー
レ
ッ
ト
イ
ー
テ
ィ
ー

（
プ
ラ
ウ
ン
デ
ー
ル
サ
ー
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

）
 
19
86
 

+7
7,
51
3 

70
 

+
 9
90
 

+3
1 

-
0
.0
7 

+
7
6
 

-
0
.
0
8
 

78
 

*
 29
63
60
3 

ロ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
テ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
イ

（
エ
ー
プ
リ
ギ
ー
ン
サ
イ
テ
ー
シ
ョ
ン
ア
タ
ッ
シ
ュ
）

19
78
 

+
7
7
、3
12

66
 

+
 8
01
 

+
3
8
 

+
0
.
1
4
 

+
7
0
 

-
0
.
0
2
 

79
 

49
10
73
7 

ヘ
ン
ド
リ
カ
ナ
イ
ト
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン

（
キ
ン
グ
ス
テ
ッ
ド
パ
リ
ア
ン
ト
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン

）
 
19
88
 

+
7
7
、2
44

55
 

+
 7
29
 

+
3
8
 

+
0
.
1
3
 

+7
1 

+
0
.
0
7
 

80
 

*
 53
85
23
5 

ホ
ワ
イ
ト
イ
ー
グ
）
は
カ
ン
ド
ス
ウ
ィ
ー
ト
ガ
ム
ド
ロ
ッ
プ

(
S
W
E
E
T
-
H
A
V
E
N
T
R
A
D
I
T
I
O
N
 

)
 1
98
6 

+7
6,
99
4 

48
 

+
 7
04
 

+
4
0
 

+
0
.2
3 

+
6
8
 

+
0
.
0
9
 

81
 

43
72
02
2 

マ
ラ
ソ
ン
エ
ン
ペ
ラ
ー
チ
ャ
ン
プ

（
ウ
ー
ド
パ
イ
ン
エ
ン
ベ
ラ
ー
フ
タ
ゴ

）
 
19
85
 

+
 76
,3
99
 

62
 

+
 10
55
 

+
2
6
 

-
0
.
1
9
 

+8
1 

-
0
.
1
2
 

82
 

*
 48
98
25
6 

ラ
ド
マ
ー
ペ
ル
ビ
ン
ジ

(C
AR
LI
N-
M 
IV
AN
HO
E 
B
E
L
L
 

)
 1
98
6 

+7
6,
 1
93
 

50
 

+
 8
29
 

+
3
4
 

+
0
.
0
2
 

+
7
3
 

+
0
.
0
4
 

83
 

42
31
41
5 

ロ
ッ
ク
マ
ン
チ
ー
フ
ナ
イ
ト

（
ウ
ー
ド
パ
イ
ン
エ
レ
ペ
ー
シ
ョ
ン
ナ
イ
ト
イ
ー
テ
ィ
ー

）
 
19
84
 

+7
6,
07
5 

65
 

+
 7
65
 

+
3
5
 

+
0
.
0
7
 

+
7
3
 

+
0
.
0
9
 

84
 

54
21
21
4 

ホ
ク
ソ
ー
フ
ロ
ー
レ
ッ
ト
ピ
ー
ナ
ス
イ
ー
テ
ィ
ー

(
G
L
E
N
A
F
T
O
N
 E
N
H
A
N
C
E
R
 

)
 1
98
8 

+7
6,
03
0 

47
 

+
 8
06
 

+
3
8
 

+
0
.
1
0
 

+
6
6
 

-
0
.0
6 

85
 

*
 42
39
65
7 

ハ
ッ
ピ
ネ
ス
カ
ナ
リ
ー
メ
イ

（
ウ
ー
ド
パ
イ
ン
エ
ン
ヘ
ラ
ー
フ
タ
ゴ

）
 
19
85
 

+
7
6
、0
16

57
 

+
 9
18
 

+
3
2
 

+
0
.
0
8
 

+
7
4
 

-
0
.
0
6
 

86
 

*4
15
89
93
 

シ
ス
ス
ト
ー
ン
モ
デ
ル
マ
リ
ー

（
プ
ラ
ウ
ン
デ
ー
ル
サ
ー
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

）
 
19
84
 

+
 75
,9
21
 

63
 

+
 9
27
 

+
2
9
 

-
0
.
0
8
 

+
8
0
 

0.
00
 

87
 

46
56
50
6 

ダ
ン
デ
ィ
チ
ー
フ
マ
ー
ク
エ
ミ
ー
イ
ー
テ
ィ
ー

(
W
A
L
K
W
A
Y
C
H
I
E
F
M
A
R
K
 

)
 1
98
6 

+7
5,
75
7 

63
 

+
 7
72
 

+
3
9
 

+0
.1
4 

+
6
3
 

-
0
.0
1 

88
 

47
58
58
9 

セ
ン
ト
ウ
エ
ル
ト
ニ
ー
ホ
ー
プ
レ
ス
ハ
ニ
ー
イ
＿
テ
ィ
ー

(M
AR
SH
FI
EL
D 
EL
EV
AT
IO
N 
T
O
N
Y
 

)
 1
98
7 

+
7
5
 7
55
 

60
 

+
 8
69
 

+
3
0
 

-
0
.
0
2
 

+
7
8
 

+0
.0
4 

89
 

42
76
50
9 

ド
ー
レ
イ
フ
ァ
ー
ム
ス
エ
レ
ペ
ー
シ
ョ
ン
メ
ー
ジ
ャ
ー

（
ウ
ー
ド
パ
イ
ン
エ
レ
ペ
ー
シ
ョ
ン
ペ
ル
イ
ー
テ
ィ
ー

）
 
19
85
 

+7
5,
53
9 

65
 

+
 9
98
 

+
2
8
 

-
0
.
1
0
 

+
7
7
 

-
0
.
1
2
 

90
 

*
 53
05
49
6 

ピ
ュ
ー
ゼ
ッ
ト
ナ
イ
ト
デ
イ
ロ
ン

（
ペ
イ
ピ
ル
エ
ッ
チ
ピ
ー
デ
ィ
ロ
ン
イ
ー
テ
ィ
ー

）
 
19
90
 

+7
5,
15
9 

48
 

+
 8
56
 

+3
1 

-
0
.
0
4
 

+
7
6
 

-0
.0
1 

91 
50
26
21
0 

ド
ラ
イ
エ
ー
カ
ー
ス
サ
ニ
ー
ス
タ
ー
パ
ッ
ク

(
H
A
N
O
V
E
R
H
I
L
L
S
T
A
R
B
U
C
K
 

)
 1
98
6 

+7
4,
58
8 

61
 

+
 8
76
 

+3
1 

-
0
.
0
3
 

+
7
4
 

-
0
.
0
6
 

92
 

40
39
43
4 

カ
ウ
ン
テ
ス
サ
イ
ク
ロ
ン
ア
イ
パ
ン
ホ
ー

（
プ
リ
ー
ズ
ウ
ー
ド
サ
イ
ク
ロ
ン

）
 
19
83
 

+7
4,
51
6 

66
 

+
 9
31
 

+
2
5
 

-
0
.
1
2
 

+
8
3
 

+
0
.
0
2
 

93
 

45
56
85
6 

テ
ル
ス
タ
ー
ス
ー
パ
ー
サ
ウ
ン
ド
ト
ロ
フ
ィ
ー

（
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国廉協力情親

インドネシア畜産アドバイザー日記(2)

緒方 宗雄 (OGATAMuneo) インドネシア農業省畜産総局
畜産政策アドパイザー

業務計画をたてる

JICA; レールては、着任後 2カ月位経って、

あるていど現地事情が把握て‘‘きたら、専門家

は受入先と協議して業務計画をたてる。

専門家の業務の内容は、専門家派遣要請書

に記載されているわけだが、実際の現場の状

況や要求は必ずしも要請書のとおりてはなく、

また専門家の立場て‘‘現場事情等についての検

討を加えて、「専門家としてどんな仕事をやる

のか、またどのようにやっていくか」等を具

体的に関係者と協議する。この業務計画は、

JICAに提出するほか、「WORKPLAN」とし

て先方機関にも提出し、任期の終りになって

‘‘こんなことてはなかったはずだ”などとい

うことのないよう、共通の理解事項にしてお

く必要がある。

私の場合、これまての経緯等をも考應して

次のように計画した。すなわち、

1) まずインドネシアの畜産の現況を、その

施策を含めてより詳細に調査、分析する。

2) これまて‘‘に国際機関その他の先進国から

供与され、また進行中の技術協力、その他

の協力事業（資金供与を含む）を拾いあげ

て、その概要を研究する。

3) これらを踏まえて、今後のインドネシア

の畜産振興施策のありようを模索し、その

なかにおける日本の協力の方向、具体案等

を策定する、 といった内容の構成を考えた。

また1993年に終了する第 1次長期開発計画

⑩ 畜産技術 1993年7月号

に引き続き、第 2次長期計画 (25年間）の策

定作業が進められているのて、 その畜産揺具

計画の作業に参画することも了承された。

そうは言っても、先方のより具体的な期待

は、 日本との畜産分野における協力関係をよ

り濃密に、積極的に展開し、拡大するた飢）

貢献にあるわけだから、上記の 3) につきる

わけだが、 それもフ ロ゚ジェクト協力や無恨資

金協力の企画などの大型のものから、単発眉

別専門家の要請、開発調査など協力計画罰

象になるほか、広い意味ての日本とインドが

シアの畜産、家畜衛生分野の連携の改善帷

化など、いろいろのものが話題に上って（ ふ

まあアドバイザーとはいうものの、 H・償

の関係の強化に役立つことならなんても致し

ましょうという姿勢が望まれるだろう。

一方、本来の意味て｀のアドバイザーの役信

も果すべく、いろいろと考えてみたが、これ

はインドネシアに長い経験をもつ私の場合（＇

もなかなか容易てはない。

局外者てある私らには「岡目八目」的な利

点もあるだろうが、外米者にありがちな背景

と現況等の認識が不十分なままに引き出され

た結論は、当事者からみたとき、多分に的外

れてあることも少なくない。部外者の意見や

見解はつねに謙虚さと自戒が求められる。

また本省の管理職はどこの国ても忙し（、

当人に問題意識がない限り、おせっ
力‘し、な↑

ドバイザーの提言など、聞いている時間がな



I'ことも事実てある。

そこて、はどはどの感じて‘‘問題提起を試み

｝：り、 8本の協力との関連て‘‘必要意見を述べ

m、あれこれ小出しにアドバイスを試み

lいるのが現状て‘‘、 6カ月を経過した現在、

:0程度のインパクトを与えることがてきた

叫疑問てある。

この体験から一般的にいえるのは、スタッ

叩立場よりも、特定のラインなり課題に

屹したアドバイザーのはうが仕事がしやす

附みうと思われる。

籍人工授精プロジェクト：

各種の技術協力事業のうち，計画的にかつ

庫）経費を投入して実施するフ°ロジェクト

拭例協力は、技術協力の顔ともいえるだろ

i。畜産分野ては施設協力を含めてこれまて‘

囁生センター、動物医薬品検査所などの

肋畢業が実施されてきたが、現在、進行中

JI UJは標題の事業だけてある。

濁事業は1986年から開始され、 1993年 3

行7年間の協力を終了する計画となってい

':b,'、1992年12月にJICA調査団が派遣され

訊：佐藤忠昭兵庫牧場長）、協力成果の評

t今後の対応の方向が検討された。

昧、インドネシア双方の関係者の間にあ

,t、その連絡、調整にあたるのもアドバイ

畜仕事て，'、協力成果を踏まえて、 2年間

叫 0ーアッフ゜協力を続けるという結論に

叫、ひと安心といったところ。アドバ
心

ーとしては、この成果をさらに発展させ、

lンドネシア酪農の振興のために日本として

：んな協力を企画、実施すべきか、青写真を

囀が期待されている。

インドネシアの酪農

心シアの酪農は、東南アジアては注

目すべき内容をもっている。 1989年の牛乳生

産址をアセアン各国についてみると、インド

ネシア 338千トン、マレーシア 24千トン、フ

ィリヒ°ン 15千トン、タイ 125千トンと、イン

ドネシアがずば抜けている。また他の国ては

在来牛と改良乳牛の交雑種が主てあるのに対

して、ホルスタイン種の乳専用種を高冷地て‘‘

飼育するという形態てある。酪農組合の発達

の度合も目覚ましいものがある。牛乳生産贔

も、かっては (1979年）国内需要の 5%を満

たすにすぎなかったが、 1990年てはその半分

量を自給するまて‘‘に拡大した。その間の牛乳

消費量の増加をも考慮すると、酪農政策は大

成功といえるだろう。

このような酪農の発展、 とくに乳牛の増加

に家畜人工授精技術が貢献したことは明らか

だろうが、酪農の質的な改良、改善はまだこ

れからてある。前述のプロジェクトては種雄

牛の能力検定を取りあげ、インドネシアの乳

牛改良に一石を投じたが、最近、第 1回の後

代検定成績がまとまった。

当国て‘、この種の事業はまだ時期尚早てあ

るとする声も内外に少なくなかったが、実際、

その実施にはいろいろの困難や支障が生じ、

専門家の苦労も大変なものがあった。

ィンドネシアては酪農は新しい産業分野て‘

あり、乳牛は精密機械てある。必要な関連技

術の普及はまだ不十分て‘ヽ、生産性の向上を難

しくしている。普及体制は制度的には整って

いるが、内容には問題が少なくないようだ。

これからの課題の一つとして、これまての本

プロジェクトの成果をさらに発展させて、酪

農家の利益の増加、経営の改善につながるよ

うな現場的酪農技術の開発とその効果的な普

及を検討し てみたいと考え ている。

畜産技術 1993年 7月号 R 



愛媛県

『野村町酪農創始
50周年・日本一
乳牛像建立記念
大会』について

中谷哲哉 (TetuyaNakatani) 
愛媛県農林水産部畜産課
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＠ 畜産技術 1993年7月号

はじめに

酪農創始50周年を迎えた東宇和郡野村町1ぶ

愛媛県の南西部にあり，中心部を県内最大〇

ー級河川，肱川が流れ，東西42km,南揺

km, 総面積は187.62km2と細長く，標高1紳

心地の100mから四国カルスト高原大野ヶ雁

（日本 4大カルストの 1つ）の1,400mと急倍

な山々に囲まれている。

町ては，農林業の振興を町づくりの柱と し

て，経済の活性化を図っており，『ミルクとシ

ルクの町』をキャッチフレーズに，酪晨と養

蚕を基幹作目としてきたが，最近ては肉朋

及び養豚にも力を注いて‘‘おり，県下最大の畜

産碁地となっている。

ちなみに，平成 3年次における畜産の記

産額33億円｛酪農21億円（県下 1位），肉牛7

億円（同 1位），養豚 5億円（同12位））は打

内農業粗生産額55億円の60%を占め，野村訂

は文字通り，畜産の町てある。

この度，昭和19年に静岡県より， 25頭雌

牛を導入して以米，今年酪農創始50周年を且

えるに至り，町のシンボルとして「日本咽

乳牛像」を建立し， "酪農の郷”として永遠な

る発展を宣言したことは，国際化の進展等，

厳しい畜産情勢の中にあって，我々畜産枝俯

者にとっても，真に喜ばしい出来事てあり，

御祝の意を込め， ここに，畜産の町「IJ)もも

を紹介するものてある。

50周年への道のり

戦乱急を告げる戦時体制の最中，国を拳If

ての食糧増産と， 日本生糸の輸出不振によ り

野村町の最大産業て‘‘あった養蚕は，
全盛時代

の10%以下に生産量が激減した。 将来の麒

農業を考えるうえて‘，全く予断を許さないこ
新↑,1: 原

の時代に，当時の野村町農会長は， し



り入れる農村産業として酪農に着眼し，昭和

Ii年3月の農会総会において，酪農奨励を計

目しI:。

この計画に基づき，翌19年，静岡県沼津種

闘から雌牛25頭を導入したのが，野村町酪

駒始まりてあった。この時の一頭当り平均

専入価格が885円 (6ヶ月齢）てあったこと，

枕，翌年明治乳業三津浜工場と生乳取引を

齢した時の乳価が， 一升90銭（脂肪3.2%)

くかったことが， 当時の記録として残ってい

;。

その後，昭和25年には，明治乳業野村工場

嘱致，更に集約酪農地域の指定， また地域

,: おいても， ミルクとシルクを甚幹作目とし

濯興する中て，酪農は飛躍的に発展し，昭

胤37年には農家戸数が1000戸を越えた。 しか

し，この時期には，全国的に知られた乳価闘

翔多くの試練もあった。

闘140年には，愛媛県酪農業協同組合が発

見し，県連組織による生産の拡大を図ってき

Jヽ，ti,高度経済成長期に入り，零細農家が出

印ぎ等により酪農を中止していく中て‘，規模

歓による頭数増が進み，昭和53年には乳代

護叩突破大会を盛大に開催した。

翫 4年には，全国的な生乳の過剰生産か

ぶ生産調整が開始され， さらに消費者ニー

囀様化に対応するためのグレードア ッフ°

岸幾度かの苦難を，酪農家組織の力強い連携

筵の精神て乗り越え，酪農創始50周年を

如~現在，飼養戸数176戸，飼養頭数4000

周， 生乳販売高18億円となり，県下の約 3分

り1を占める大団地と成るに至っている。

尉）取組みと今後の方向

打I:おいては，昭和47年度に国営草地開発

柘：ょり，四国カルスト大野ヶ原牧場を造

刻，育成の強化と農家の負担の軽減を図る

とともに，畜産経営環境整備事業等による家

畜ふん尿処理施設の整備など，施設機械の近

代化を推進してきた。

また，平成 3年度からは，公共牧場機能強

化事業により，家畜とのふれあいの場として

の機能も備えた，四国力）レスト大野ヶ原牧場

の整備を進めているところてある。

さらに，牛肉の輸入自由化，地球規模ての

環境意識の向上等，畜産農家にとって暗いム

ードが漂う中て‘ヽ，地域畜産の活性化を図り，

後継者が希望をもって就農てきる環境づくり

を推進するため，平成 3年に畜産振興センタ

ー構想が浮上した。その後 2年間，構想の具

体化に向け研究を重ねてきた結果，平成 5年

度より，国の地域畜産総合活性化対策事業及

び県のアグリトビア構想推進事業の採択を受

け，構想が事業化されることになった。この

畜産振興センターは，農協等畜産関係指導機

関が入り，研修室等も備えた畜産指導センタ

ーと，家畜集出荷施設，飼料混合施設，多目

的広場などを一体的に整備するものて‘ヽ，消費

者との交流施設としての役割も持った，野村

町畜産振興の中心施設として，総事業費 4億

1千万円をかけ平成 6年度に完成する予定て‘

ある。

おわりに

畜産の町「のむら」が，野村町酪農創始50

周年・日本一乳牛像建立記念大会及び畜産振

興センタ ーの整備を機に，本県の畜産の拠点

として， ますます発展し，引いては，本県畜

産の活性化につながる事を，期待するものて‘

ある。

畜産技術 1993年 7月号 dり



酪農50年のあゆみ 昭和42 配合飼料愛媛 1号の将及推進
昭和18年 酪牒奨励計画策定・兵庫県等視察・県 43 愛媛県酪農経営者協議会設立

野村種畜場へ種雄牛祥入 44 乳牛凍結精液に移行
19 静岡県沼津種畜場より雌牛25頭迎入 45 ジュース粕，大型サイロ杵及

20 
明治乳業三津浜工場と生乳取引開始・ 46 受胎率向上のため肉雄牛痒入
空襲頻繁，偽装のため乳牛黒衣

47 
バキュームカー運行開始 ・流産，奇杉

21 石川県及び静岡県より 20頭＃入 の多発・裳林省払下25頭祁入

22 
愛媛県酪牒モデル村に指定・静岡県よ 48 野村町酪塁創始30周年記念大会
り6頭砕入

49 
愛媛県酪嬰危機突破大会・酪農一戸一

23 
野村町酪牒業協同組合設立・北海道， 頭増頭運動・プール乳価実施
千莱県，静岡県より 36頭森入 50 乳牛改良同志会の発足

24 
最初の高等登録検定実施・北海道より

51 
大野が原カルスト牧場越冬施設完成・

53頭導入 北海道より 80頭尊入

25 
明治乳業野村工場創業・乳牛疾病共済 52 北海道及び静岡県より 164頭迎入
事業開始・高知県へ 6頭移出 53 野村町酪牒創始35周年記念大会

26 東宇和酪農業協同組合設立
54 

酪農ヘルパー『ド業開始・晨協嘱託家畜

27 
明治乳業野村工場て‘チーズ製造開始・ 人工授精師設置
北海道等より 55頭迎入 「白い架け橋」市乳拡充運動展開・暑

28 野村町酪農創始10周年記念史発行
55 

熱対策としてプラタナス等配布
29 集約酪農地域指定に対する県陳情 56 乳用牛群検定事業の開始
30 南予集約酪農地域に指定 57 野村町機械銀行発足・畜魂碑建立
31 千葉県等より 9頭導入 58 野村町酪農創始40周年記念大会

32 
自給飼料作将及・サイロ 500基 3ヵ年計

59 
推奨種雄牛別娘牛比較検討会開催・全

画策定・牛舎改造奨励 国酪農民大会参加

33 
第一回酪農婦人部大会・経済検定実

60 
ヘルバー組合 2グループ新規加入・牛

施・香川県より 10頭消入 群検定実施農家77戸に拡大
34 牛乳冷却所設置 61 ホルスタイン受精卵移植牛誕生

35 
全国ホルスタイン共進会へ初出品・冷

62 
乳肉複合経営推進事業実施・酪農青年

却所12ヵ所設置完了 部コンピュータ研修

36 
酪塁共同化の育成 (6ヵ所）・県外精液

63 
えひめ生協町内酪農家視察• 第18回全

の導入 国酪農経営者大会西日本代表
37 乳価闘争・仔畜育成所設置 平成元年 酪農ヘルパー10周年総会
38 野村町酪農創始20周年記念式 2 野村町酪農創始45周年記念大会
39 酪農同志会の発足・簡易冷却所設置完了

3 
乾牧草コンテナ輸送開始・畜産振興セ

愛媛県酪展業協同組合連合会発足・明 ンター検討委員会発足40 
治乳業野村工場チーズ製造中止 第 4回全日本B&Wショー第 2部チャ

41 第 1回野村町酪農民大会開催
4 

ンピオン

野村町酪農戸数・乳牛飼養頭数等の推移

年次
酪展家

総頚数
うち

総乳乱 販売乳代
一日 一頭当 1 kg 

戸数 搾乳牛 乳祉 乳址 1'1乳価

戸 頭 頭 トン 千円 トン kg 円
昭和19年 24 26 ， 0.48 

25 261 399 184 502 12,673 1,622 3,217 21.33 

30 486 598 276 924 19,708 2,532 3,348 21.33 

35 850 1.154 411 2,255 55,496 6,161 5,487 24 .61 

40 903 1,943 1,185 4,690 175,547 12,849 3,958 37.93 

45 960 3. 724 2,093 8,674 417,555 23,746 4,144 48.14 

50 494 3,087 1,625 7,784 780,040 21,573 4,650 99.07 

55 278 3,616 2,487 12,309 1,361,526 33,724 4,949 110. 60 

60 240 3,828 2,615 14,687 1,628,950 40,238 5,616 110.91 

平成 2年 196 3,823 2,565 16,698 1,730,851 45,747 6.509 103.66 

4 176 4,015 2,574 17,308 1,846,966 47,419 6,724 106. 71 
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文献X情報 ー
南アフリカにおける
イヌ・ネオスポラ症

Canine neosporosis in South Africa 

J. £.Jardine and J. P .Dubey 

Vet. Parasitology, 44 (1992) 291-294 --
:IJ)研究は南アフリカにおける

Jeospora caninum調査の一環と

レて行われたものて‘ヽ， 以前にトキ

けぅズマ症が疑われた 8例の犬

靡材料について，免疫組織学

洲：検査を行ったものてある。 そ

湘果， 8例中の 3例が抗N.

cainum血清に楊性反応を示し，

i、オスボラ症と診断された。 1例

肱1978年に死亡した 6ヶ月齢の

巧ドール犬の子犬て・・, 脳と脊

うフ・ロ ー ドとは，粗飼料

roughage)生産拡大への道が厳

しい(rough)ことを意味している。

噸Ii，全国を対象に，集団的

巽みを中心とした低コスト ・

ih生産の事例89を調査・紹介し

': 翫‘
，今後，粗飼料を低コス

髄に多発性の軟化巣と囲管性の細

胞浸潤，種々のサイズのチストが

認められた。 2例目は1990年に12

週齢のグレートデンの子犬て‘‘認め

られたものて＼解剖ては変化がな

かったものの，病理組織学的に強

度の脳炎が認められ，チストと同

時にタキソミイトも認められた。 3 

例目は1982年の症例て‘‘急性の経過

て死亡した生後 2週齢のスコッチ

テリアてある。この例て‘‘は心筋に

ラフ・ロード
「粗飼料生産拡大への道」
ー集約的な取組みを中心とした

低 コス ト・ 省力生産事例ー

農林水産省畜産局自給飼料課

（平成 5年 3月）全414頁

トて生産する上て大いに参考にな

ると考えられる。

資料の初めに各事例の要約を載

せ， その後に各事例の具体的内容

が記載されている。概要の備考欄

には，粗飼料 1kgの生産費が記載

され，比較が出米るようになって

タキゾイトが認められ，肝ては巣

状壊死や好中球やマクロファ ージ

の浸潤が特徴の強度の三分岐炎が

みられた。この報告は犬について

のものてあるが，将来は南アフリ

力における牛や羊の流産や胎児死

亡の原因解明の一環として，ネオ

スポラ検査の重要性を示すものて‘

ある。

「訳者註：近年，我が国て‘、も牛の

流産胎児，異常産子牛，子犬など

からネオスボラが次々と検出され

ていることから，今後，十分に注

意しなければならない病原体の 1

つてある。また，本原虫は生活環，

ベクタ ー，終宿主など全く不明て‘‘

あることから，早急に実態の解明

と対策の確立が望まれる」

（照井信一 家畜衛生試験場）

いる。事例こ・-との内容は， (1)地域

の概要， (2)集団の概要， (3)活動

内容及び特徴， (4)経営及び地域に

及ぱした効果， (5)今後の活動の方

向となっている。

紹介されている事例を主要な形

態に分類すると， (1)粗飼料を流通

させている事例 8, (2)耕作放棄

地，河川敷等遊休地の利用による

粗飼料生産事例23, (3)作業請負

（コントラクタ ーを含む）による

粗飼料生産の事例17,(4)耕種農家

と畜産農家の連携による粗飼料生

産の事例15,(5)放牧を積極的に促

進した事例 6' などとなっている。

（井上康昭草地試験場）

畜産技術 1993年 7月号 " 
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文献"情報 f
 牛卵胞液の投与による緬羊，

山羊の排卵数の増加と，
血中性腺刺激ホルモン濃度の上昇

Increases m ovulation rate and 
gonadotrophin concentration in goats and 

Merino sheep after treatment 
with bovine follicular fluid 

David W. Miller and Graeme B. Martin 
Animal Reproduction Science. 31 (1993) 225-236 

黄体期の山羊と緬羊（各11頭）

に，活性炭処理した牛卵胞液を 1

回あたり 2mlずつ 8 時間間隔て•,

4日間にわたる皮下投与を行い，

血中性腺刺激ホルモン濃度の消長

と排卵数を調べた。供試動物の黄

体退行と発情は，最後の卵胞液投

本研究ては，牛卵子における細

胞内Ca2+i農度活性化および単為

発生能について電気剌激の影饗を

検討した。体外受精において精子

の侵入が起こると推察される成熟

29時間の卵子に電気刺激を与え，

細胞内のCa2+i農度を測定した。電

気剌激を受けた卵子のCa2十の反

応は，甚底値からほとんど上昇し

ないもの，一時的に上昇するが基

底値に復するもの，上昇後， 8分

を経過しても基底値に復さないも

のなどバリエーションに富んてい

た。与える電気剌激を強くするこ

とにより， Ca2+が上昇する卵子の

与から 8時間後にプロスタグラン

ジン製剤を投与することによって

誘起した。

緬羊と山羊の両者において，卵

胞液投与によって血中卵胞刺激ホ

ルモン (FSH)濃度が低下した

が， 4日間の投与が終了すると血

牛卵子の電気刺激による
カルシウムの上昇，

活性化および単為発生
Electrically Induced Calcium Elevation, 

Activation, and Parthenogenetic Development 

of Bovine Oocytes 

P. COLLAS et al. 

Mo!. Reprod. Dev., 34, 212-223 (1993) 

割合が増加し， 1kv/cm, 40μsて‘す

べての卵子において長時間の

Ca2叶農度の上昇が認められるよ

うになった。また，培養液から直

接マンニトール液に移すことによ

っても Ca2十の上昇が生じた。これ

らの剌激を複数回与えることによ

り，複数のCa2十上昇が生じた。マ

ンニトールによって起こる Ca2+

の上昇は，マンニトールと PBSの

等量混合液て｀洗浄することにより

抑えられた。 Ca2十のレベルは活性

化および単為発生能に影響し，不

十分あるいは過大なCa2十剌激は

発生能を損なう。至適な条件は1)

中FSH濃度は逆に上昇に転じ，生

理食塩水を投与した対照区の粗

倍の値を示した。次回の発情睛

の第11日に腹腔鏡て排卵数を検査

したところ，山羊て40%(1頭あ

たり対照区が1.17個に対してUi

個），緬羊て29%(1.55個から211

個）の排卵数の増加が認められ！ふ

個体毎の排卵数は 1ないし2偲が

大半を占め， 3個排卵し↑濯l休ll

山羊て..2頭，緬羊て‘、 1頭てあ如

以上のことから，山羊や緬羊t:

対する牛卵胞液の投与は，排翡

を増加させる作用のあることが籠

認された。

（高橋透農水省畜試I

培養液から直接マンニトー）噌i:

導入し0.2kv/cm,20μsのパJVスを

22分間隔て'3回印加するか， 21

培養液からマンニトー）V /PBS 

等量液，マンニトール液に移し（こ

の方法によって，パルスに先炉

Ca2十の上昇を避けることが召

る）， LOkv/cm,20μsのパルスを！

回印加することて］ それぞれ22%,

24%の高い胚盤胞発生率が得卯

た。これらの結果より， Ca'姐

昇 Vベルは電圧の高さやパ）Vス信

ばかりてはなくパルス剌檄前の賠

養環境によっても制御され，
それ

らは活性化および単為発生稲1:易

響することが明らかとな式。

（訳者注）現在の核移植技庸1:

おいても 電気剌激は肌子
譴竹

， 

化法として広く使われ
ており，篇

し、発生能を得るためのキ
ー剥］

トの一つと考えられている。

塙橋清也
農水省畜式）

R 畜産技術 1993年7月号
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DEC口（経済協力開発機構）
古賀 政男 (MasaoKoga) 農林水産省畜産局畜政課

OECD (Organization for Economic Coop-

eration and Development)は， 自由lit界の先進

麟済成長を図り，開発途上国の間発を助長し，

世界貿易の拡大に寄与することにより， ttt界経済

減長と安定に寄与することをH的とし，パリに

撃あり，欧州諸国，米国，日本など24か国が

嘘している。

OECDとしての正式の発足は， 1961年てある

::, その沿革は，第二次枇界大戦直後の荒廃した

敢諸国の復興を米国が推進するというマーシャ

グうンの受入体制としてのOEEC(杓洲l経済

肋機構）の発足 (1948年）にあり， その後米

国カナダと蜀洲諸国とのつながりの緊密化の中

で発展的に改紐された。なお日本の正式加盟は

舟4年てある。

OECDは経済，社会などあらゆる分野の問題を

!~ っており， 且穀的自由な討議を通じて共通の認

狐成し，各国の政策の調和を図っている。な

~-OECD としての意志決定を行うときは多数決

，ヽではなく全会一致を基本としている。 また，従来

：「お也国クラブ」的性格を有していたが，近年

で吋ミットやガットとの関わりや国際協力の分

粧おける意見調整 ・交渉の場としての性格が強

切つある。

OECDの執行機関は各国代表からなる理事会

須。中て` 、も例年5, 6月に開催される閣僚レ

鸞）理事会（閣僚理事会）は，直後に開催さ れ

応ットを方向付ける重要な国際会議として位

籍IIられている。閣僚理事会においてはOECD

、')主要な活動が報告されるとともに，国際経済情

附n寸する認識や展望， また今後の取組方向がコ

ミュニケとして発表される。理事会の下には各専

門委員会が設四されている。農林水産業関連の主

要な委員会には，農業委員会，水産委員会，貿易

委員会，環境政策委員会及び科学技術政策委員会

がある。これらの理事会及び各委員会の事務局と

してOECDボ務局があり，このうち食糧・農業・

水産局が牒業委員会，水産委員会を担当している。

農業委員会ては1987年閣僚理事会コミュニケ

において提唱された農業改革の諸原則に沿った加

盟国の取組みを監視するため，毎年，各国農業政

策の総合的モニタリングを実施しており， その際，

農業保護を計盤化するためにOECDが開発した

PSE/CSE (生産者／消費者補助金相当額）の数

値を公表している。農業委員会の下には農業政

策・市場作業部会等が設けられ， PSE/CSEの改

善，直接所得支持，農業と環境，数熾制限の役割

等の個別政策研究をはじめ，産品こぐとの市場見通

しなど幅広い活動を行っている。

最近，束西冷戦構造の解消に伴い， OECDは東

欧への接近を図っており，特に自由主義経済への

移行過程にあるポーランド，チェコ，スロバキア

及びハンガリーを中心に協力関係を強化している。

一方，我が国においては国連中心主義という言

薬を頻繁に耳にするようになってきた。 OECDは

国連の機関てはないが， その活動は世界的に極め

て重要てある。先日ペイユ ・OECD事務局長が来

日した際，「ガット・ウルグアイ・ラウンドの合意

には各国て‘‘バランスのとれた内容が必要」との見

解を述べた。 OECDの場を通じて我が国の立場を

梢極的に表明するとともに各国との調和を図るこ

とが今後更に意義深いものとなろう。

如［技術 1993年7月号 。
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世界の穀物，大豆の需給動同

I. 穀物の需給見通し (1993/94

年度）

生産は前年度を2.8%下回る 17

億 1300万t。

消費は前年度を0.5%上回る 17

億4200万t。

期末在庫は前年度を8.5%下回

る 3億 1300万t, 期末在庫率 18.0

％。

2. 大豆の需給見通し (1992/93

年度）

生産は前年度を9.1%上回る 1

億 1665万t。

消費は前年度を3.9%上回る 1

世界の穀物，大豆の需給動向

~ 1989/90 1990/91 1991/92 
1992/93 

（見込） （予想）

生 産 量

小 麦 537. 88 587 .83 542 09 557. 52 548.8 
粗粒穀物 802. 74 819.86 800. 17 854 18 816. 7 
うちとうもろこし 462. 71 477. IS 484. 37 528.31 502 I 
米（もみ／精米） 507 .8 518.1 514. 7 518 7/350 81 ー /347.5 
大 豆 I 07 37 104.16 I 06. 96 116.65 

消 費 量
,Jヽ 麦 534. 94 565. 26 559. 33 551.21 554 7 
粗粒穀物 828.59 807. 70 807. 35 828.02 833.3 
うちとうもろこし 480. 45 468. 54 484. 76 504 18 512 .2 
米（精 米） 337. 69 345. 54 352. 71 354.02 354 0 
大 豆 104.32 I 05 24 109.84 114.14 

貿 易 量
,]ヽ 麦 107 .00 111.01 123.03 I 15.86 114.6 
租粒穀物 111. 56 100.10 103.94 103.97 97 .4 
うちとうもろこし 78.67 65 20 66 91 69.28 63.0 
米（精 米） 12.01 12.66 15. 14 14.13 14 I 
大 豆 27 .38 25 08 28.30 31.21 

期末在渾量

Jヽヽ 麦 121 .09 145.60 128.36 134.67 128. 7 
粗粒穀物 123 93 136.26 129.08 155 23 138. 7 
うちとうもろこし 69. 99 78.60 78 2 I 102 33 92.2 
米（精 米） 55.03 60.04 55.41 52.21 45 7 
大 豆 20.23 20.03 18.07 20 37 

期末在庫率 (%) 

Jヽヽ 麦 22.6 25.8 22.9 24 4 23 2 
粗粒穀物 15.0 16.9 16.0 18. 7 16.6 
うちとうもろこし 14.6 16.8 16. I 20. 3 18 0 

米 16 3 17 .4 15. 7 14. 7 12 9 
大 豆 19 4 19.0 16 5 17 .8 

億 1414万t。

期末在庫は前年度を 12.7%上回

る2037万t, 期末在庫率17.8%。

※注）FAQによれば，穀物の安全も

庫水準は 17~18%とされている

1993. 5 

（単位：百万トン）

1993/94 

対前年度増汲比 対前月増減比

（％） (%) 

▲ I .6 

A 4.4 

▲ 5.0 

-/▲ 0.9 

0 6 

0.6 

I 6 

0.0 

& I.I 

▲ 6.3 

▲ 9. I 

0 0 

A 4.4 

▲ 10.6 

A 9.9 

▲ 12.5 

資料 ：米国農務省「World Agricultural Supply and Demand Estimates」. 「World Grain 
Situation and Outlook」。

注： I. 小麦は小麦及び小麦粉（小麦換算）

2. 期末在庫率（％）＝期末在庫量／消費量 X100 

3. 米の生産量中， 89/90年度から91/92年度まではもみペース。

4. 米の貿易は屈年 (1993/94年度の欄では93年）

5, 年度は，小麦は 7~6月，租粒穀物及び大豆は 10~9月である。
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話牛

評牛の飼没戸数は、肥育用子

家畜飼養頭羽数

（平成 5年 2月1日、畜産統計）

牛・老廃牛の価格低迷による収入

減等から 、小規模飼旋者を 中心に

（単位： 戸，千頭， 頭）

飼養戸数

三成元年 I 66, 700(94.5) 
．． 

63,300(94.9) 
... 

59、800(94.5)

飼養頭数

2,031 (100. 7) 
．．． 

2,058(101.3) 

2,067(100.4) 

うち経産牛頭数

1,265(101.0) 

1,2ss(101 .6) 
．．．．．．． 

1,285(100.0) 

5 I :~:~ci~::::~; I ::~:::1~~::; I : :::~i ::::; 
9り ~It情報部 「畜産統計」 各年 2 月 1 日現在、（ ）内は対前年比、以下同 じ。

30 4 19 0 

32.5 20. 3 
...  ● ● 

34 6 21.5 

37 8 23 3 

40.6 25.2 

院牛

闘牛の飼養戸数は、乳用種の

餞養戸数

うち乳用種飼養

枝肉卸必価格の低迷等 により小規

模飼旋者を中心に飼袋中止が多か

（単位：戸，干頭，頭）

うち子：：雌牛1: ll用種 1っち交雑J戸封百:

:i~ 年,146'.100(94.6)25、300(92.0)2,651 (100.0) 672.9(101.0) 1,024(98.8) ... 10.8 40.5 
1 131,100(94.4i'i'2,aoo(90:'i'i・2,102(10.i.9) 686.5°(102.0)・1.038(101.4). ... 11.6 45.5 

l 111,100(95.2) 19,900(87.3) 2,805(103.8) 713.7(104.0) 1,073(103.4) 186.1 12.7 53.9 

'"'・'""'0) "、,001i,.i,j,,i,,i'"'≫m .Ooro." , ,oi, I'"".,, ・"'., ・" , ,i.i 
199,000(94. 1)・14,soo(s8:oi 2、956(102.0)745._0(100.8) 1-:0ii8(100.si・ 276.3 ・14.9 74.S 

ij 

輝 養戸数は、飼蓑環境の悪

化等から 、小規模飼旋者を中心に

飼蓑中」卜.や規模縮小が多かったこ

（単位・ 戸，千頭．頭）

飼養頭数 1戸当たり飼賽頭数

うち子取り用雌豚 子取り雌
函 I.50,200(87.3} 1 44, 100(87 8) 11,866(101.2) 1,214(98 8) 236.4 27 .5 
1 43,400(86 5) 38,000(86.2) 11,817(99.6) I, 182(97.4) 272 3 31.1 
l I 36,000(83 ..0) .. 31,500(82.9) 11,335(95,9) I, 111 (94.0) 314.9 35 3 

I 19,900(83.1) 26,5.0 .. 0.(. 84.1) 10,966(96. 7) 1,061(95 5) 366.8 40 0 . . . . . . . . 
15 300(84.6) 22、400(84.5) 10 783(98.3) 1,043(98.3) 426.2 46 6 

賓

囀の飼気戸数は、飼簑環境

の悪化、鶏卵価格の低迷等から、

小・中規模飼旋者が飼簑を中止し

（単位：戸，千羽）

飼養戸数 飼養羽数

うち成鶏めす

12,000(91.6) 
J 

9,690(89. 9) 
．．．．．．．． 

8_,910(92.0) 
; ・・・・・・・・ 

8、230(92.4)
ミ ii員のみ
---- I 188. 104(100. 1) I 141. 118(101.9) 

の飼養者、
、平既3年

成鶏めす300羽未満の飼饗者及びその羽数を除く 。
の対前年比は平成元年に対する比率を年率換算。

178, 769(100.3) 

178,452(99.9) 

187,411 (105.0) 

137,832(100.4) 

138, 717(100.3) 

144,455(104.1) 
. ·•· ···· 

21.0 
... . 

22.9 

9
し

4
．． 

4

8

 

一
飼液を中止したことにより 、前年

に比べ 8%滅少した。

一方、飼旋頭数は前年並みてあ

ったことか ら、 1戸‘りたり飼挫頭

数は、前年の37.8頭か ら40.6頭と

なっ た。

ったことにより、前年 に比べて

5%滅少 した。

一方、飼蓑頭数は、大規模飼蓑

者 を中心に規模の拡大があ ったこ

と等 により、前年に比べ 2%増加

した。

この結果、 1戸当 たり の飼養頭

数は、前年の13.8頭から 14.9頭と

なった。

とか ら，前年に比べ15%減少し、

飼養頭数は前年に比べて 2%減少

した。

この結果、 1戸当 たり飼液頭数

は、前年の366.8頭から 426.2頭と

なった。

17. 9 

たことにより、前年に比べて 8%
減少した。

一方、飼蓑羽数は、前年並みと

なったものの、成鶉めす羽数は大

規模飼液者を中心とした規模拡大

等により，前年に比べて 2%増加

した。

この結果、 1戸当たり成甥めす

羽数は前年の 1万6,200羽から 1

万7,900羽となった。

畜産技術 1993年 7月号 . 



ミ璽 --1 ロ

会員だより 一
大阪府畜産技術連盟だより

1 . 大阪府畜産技術連盟の紹介

本連盟は，（初畜産技術協会の発足に伴い，

平成 2年10月に畜産技術連盟大阪府支部から

大阪府畜産技術連盟に名称を改め，平成 3年

4月開催の総会において規約の設定，世話人

(5名）並びに代表世話人（大阪府畜産会専

務理事石井彰）を選出し，新組織として発

足しました。

会員数は現在71名て‘ヽ，内訳は府関係（農業

振興課，農林技術センター，家畜保健衛生所

等） 34名，市町村関係 2名，畜産関係団体17

名，畜産関係企業 7名， その他11名となって

います。これからはバイテク等の先端技術の

開発普及や国際交流の推進，更には環境保全，

畜産物の流通の合理化や安全性の確保等，

様々な問題の解決を迫られる時てあり，幅広

い畜産技術者の集まりとして，本府畜産の活

性化を図る機関へと組織の拡充を図っていく

考えてあります。

2 . 大阪府の畜産概要と大阪府農林水産振興

ビジョン

本府の畜産は，我が国第 2位という大消費

地を背景に，都市近郊の有利性を生かした企

業性の高い典型的な都市畜産として発展し，

生鮮畜産物を870万府民に安定的に供給して

きました。しかしながら，近年の都市化の急

激な進展による生産環境の悪化や後継者不足，

牛肉の自由化をは じめとする国際化の進展に

伴う畜産物価格の低迷等によりこの 2, 3年

来，戸数，頭羽数が急激に減少し，極めて厳

しい状況にあります。

このような状況の中て，平成 4年 9月，大

阪府新総合計画に示された基本理念を踏まえ

ながら，本府の農林水産業の果たすべき役割

を明確にし，「豊かな“食とみどり＂の創造」

を碁本目標として掲げ， 21世紀に向けた振興

方策を示した，大阪府農林水産振興ビジョン

が策定されました。

その中て‘‘畜産については「10年後の見通し

について，混住化の著しい地域ては，今後と

も府外への移転及び転廃業を余儀なくされ，

飼養戸数は減少していくが， その他の地域て

は現在，減少に歯止めがかかる傾向にあるこ

とから，大きな減少はないと考えており，生

産盤については，大規模農家の規模拡大意欲

が根強いこともあり，現状程度を維持してい

くものと考えている。

今後の畜産経営の安定的な発展を図ってい

くためには，周年労働といった厳しい労慟条

件の改善，ふん尿処理等の環境問題の解決を

図るとともに，生産性の向上等畜産経営〇

体質強化を推進していく必要がある。又，莉

鮮な畜産物の安定供給は府民生活にとって不

可欠て‘‘あること等，都市における畜産の重要

性について府民の理解を深める必要がある。

そのため，都市住民に生産現場を開放し，象

畜とのふれ合いをはじめ，消費者との接却

場へと再整備を進め，府民に身近なものと し，

都市住民と共存てきる畜産の確立が重要とな

っている。」と示されている。

3 . おわりに

都市畜産を取りまく情勢が大きく変化する

中，本連盟としては畜産農家の期待に応:i.,畜

産振興の一翼を担えるよう努力してまいりか‘

と考えています。全国の会員の皆様の一層鳴

支援，御協力をお願い致します。（石崎怪削）

表 1 大阪府の家畜飼養状況

（平成 5年 2月 1日現在 単位：戸，頭，千羽）

区分 戸数 頭羽数
• 0 

乳 用牛 100 

肉用牛 80 

豚 20

採卵矯 90 

⑩ 畜産技術 1993年 7月号
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涸法人 日本食鳥協会の概要

I. 設立の経緯

郡135年11月，全国の食鳥肉販売業者によ

り，社団法人 H本食烏協会が設立された。50

年11月，その後任意団体として設立されてい

/:8本ブロイラ ー流通協会（総合商社，全農，

穀会社等の組織）及び全国ブロイラー工場

会（処理加工業者の組織） と合併し，新たな

梱法人日本食鳥協会となった。53年には原

猜場と種鶏ふ卵場が加入したことにより，

舘共に我が国食鳥産業界を代表する唯一の

職となっている 。

1会員の構成，所在地等

会員はそれぞれの機能に従い，次の 5部会

祁賛助会員て構成されている 。

11小売部会 (1,435名）

騎の店頭小売又は業務用小売を主たる業

府とする者。食鳥肉専門小売店。

1荷受部会 (81名）

食鳥の集荷及び卸売を主たる業務とする者。

！生産加工部会 (81名）

食鳥の生産，処理加工又は出荷を主たる業

飢する者。主な食鳥処理場。

l種鶏ふ卵部会 (12名）

食鳥の素びなの生産を主たる業務とする者。

iィンテグレーター部会（賛助会員， 29名）

全国規模て‘ブロイラーの統轄又は総括業務

遠む者。総合商社，全農，飼料メ ーカー，

扇場。

！晨器材，薬品関係等賛助会員 (29名）

7ロイ ラーの生産から末端販売関連の機械

観及び薬品等の製造 ・販売業者等

会員数合計1,667名 (H 5 . 3 .31現在）。

会長は福島県・伊逹物産（椋代表取締役会長

の清水昌夫てある 。事務所は東京都千代田区

岩本町 2-2-16 屯川ビル 8階にある 。

3 . 事業の概要

畜産振興事業団の助成事業て‘‘ある，需要に

見合った計画的生産の推進，国産鵡肉の品質

向上及び需要拡大，食鳥検査制度への対応，

調査研究，情報の提供等の諸事業のはか，協

会独自の事業並びに関連団体等との緊密な連

係のもとに各般の事業活動を行っている 。

4 . 主な事業内容

(1) 鶏肉需給安定推進事業

鶉肉の需給及び価格の安定を図るため，中

央及びプロック段階における会議等を通じ，

需要に見合った計画的生産の推進。

(2) 鶏肉品質改善推進事業

鶏肉の生産，処理加工，流通，小売の各段

階における品質改善を図るための研修会の開

催，マニュアルの作成配布並びに食鳥検査制

度対応のための中央及びブロック段階におけ

る委員会の開催等。

(3) 国産鶏肉需要拡大対策事業

国産鶏肉の需要拡大を図るための，在米鵠

交雑種利用による高品質鶉肉の開発善及，鶏

肉の新規用途・新商品の開発普及，料理コン

テスト ・料理講習会の開催，ポスター ・カレ

ンダー ・新聞等による消費宣伝，普及啓蒙。

(4) 鶏肉流通合理化対策事業

鶉肉の流通改善に査するための鶏肉流通実

態等の調査並びに健全な価格形成に資するた

めの次週の気配値，月次流通統計等のFAX通

信による情報提供（週 1回）。

(5) 国産鶏肉緊急消費促進事業

平成 4年 4月から実施された食鳥検査制度

の紹介を通じた安全性の高い国産鶉肉のPR

活動により，緊急的に消費促進を図るための

新聞広報，有識者懇談会の開催等。

（専務理事林博）
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中央だより

＊トピックス

0第34回全国家畜保健衛生業績発

表会開催される

標記発表会が 4月22~23日にわ

たり東京都千代田区公会堂で開催

され，全国から応募した約700題の

うち，プロック段階で選出された

48題の発表が行われた。

このうち「大規模肉用牛施設に

おける衛生対策の推進（北海道宗

谷家畜保健衛生所）」，「糞尿処理水

による豚の硝酸塩中毒（三重県北

勢家畜保健衛生所）」の 2題が農林

水産大臣賞を， また， 23題が畜産

局長賞をそれぞれ受賞した。

0 「ゆたかな畜産の里」優良事例

の公表

（社）中央畜産会は，畜産のイメ

ージアップと経営の安定的発展を

推進することを目的として地域社

会や自然と調和のとれた豊かな畜

産の里を実現している優良な61例

を選定し，鮮やかなカラーの冊子

に取りまとめて公表した。なお，

この事業は，農林水産省の「ゆた

かな畜産の里づくり推進事業」及

び畜産振興事業団の「畜産環境美

化運動推進事業」により実施され

たものである。
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〇養豚経営安定推進会議全国会長

会議が開催される

第27回養豚経営安定推進会議全

国会長会議が 5月25日に畜産会館

で開催された。同会議では，平成

5年 2月 1日現在の子取り用めす

豚の飼養頭数が0.8%減少する一

方， 5年度の豚肉需要は前年度並

と見込まれることを踏まえ，子取

り用めす飼養頭数の減少を防ぎ維

持することが重要であることを確

認し，「養豚に係る計画的生産体制

の整備及ぴ補助事業等の取扱いに

ついて」 (56年 7月30日付け 4局長

通達）の運用に当たっては，制度

資金の融資等について弾力的に対

応することを決定した。 また，政

府に対し，環境保全対策の推進，

食肉処理・流通施設の合理化・近

代化の推進等について要請するこ

と等が決定された。

0全農酪農青年婦人経営体験発表

会が開催される

全国農業協同組合連合会が主催

する第11回全農酪農青年婦人経営

体験発表会が 5月28日にJAピルで

開催され，全国の優秀な経営者の

なかから選ばれた次の方々が経営

体験を発表し，表彰を受けた。

最優秀賞（農林水産大臣賞）

北海道士別市 佐藤重昭氏

優秀賞（畜産局長賞）

一
青森県六ヶ所村梅木脩司氏

岩手県大槌町 阿部義正氏

福島県新池町 水戸てい子氏

福岡県若宮町 森下団蔵氏

熊本県旭志村 大賀光幸氏

0第44回獣医師国家試験の結果

受験者数会格者数合格幸

新卒 I, 002人 915人 91.3%

既卒 165人 77人 46.7%

合計 I, 167人 992人 85.0%

古行事予定

OBRAINテクノフォーラム「岳

題の食品加工技術」

生研機構は， 7月6日に東京(!)

飯田橋レインポーピルで高圧食品

加工技術等最新の食品加工枝術を

概括し，将来展望を探る講演会と

総合討論会を開催する。

（生研機構企画第 1課，電話OJ-

3205-6565) 

〇全国優良畜産経営技術発表会/JJ

開催

（社）中央畜産会が主催する平成

5年度全国優良畜産経営枝循発衷

会が， 7月6日に東京の九段会磨

で開催される。当日は，
優良経習

者の発者，表彰のほか
「女性から

みたこれからの新しい畜産経営J

というテーマでシンポジウ
ムが行

われる。

→ 



嘩目酪農青年婦人酪農経営発表

大会の開催

合目酪農協同組合連合会及ぴ全

巽農青年婦人会議が主催する第

譴晨経営発表大会が， 7月

28~29日に北海道弟子屈町釧路圏

摩周観光文化センターで開催され

る。

0日本農業パイオニア賞表彰式典

の開催

■鵬層編力慣攣 書
獲協力の動き

(1993年5, 6月）

1厚門案の派遣

ポンデュラス養豚開発計画・長

祖門家（リーダー）大石有一

潅産技術協会） 1993.5.18~ 

癌，5.17

同，同 （家畜繁殖）板原

扶（畜産局付） 1993.5.19~ 

慾5.18

タイ個別•長期専門家（畜産開

釘パイザー）清水衛（畜産

甜）1993.5.27~ 1995.5.26 

哺醗牛及ぴ飼料生産技術研

遠カ・長期専門家（肉用牛）

-― 二
豆
励＇牛の振興策を探る「あか牛

籟対策シンポジウム」開催

味特産「褐毛和種（通称あか

伺忌興策を探る「あか牛振興

肉シンfハジウム（主催：熊本県畜

圏同組合連合会）」が、さる

栂、熊本市の県畜産会館で、

漏200名が参加して開かれ

舗子牛生産者補給金制度が

小松正之（畜産技術協会）

1993.6.3~1994.6.2 

〇 同 ・短期専門家（肉用牛の

体型審査）藤田和久（家畜改良

センター熊本牧場阿蘇支場）

1993.6.16~9.13 

〇 同 ・ 同（飼料生産技術）

熊谷正彦（家畜改良センター岩

手牧場） 1993.6. 16~9.13 

〇中国天津酪農業発展計画・短期

専門家（飼料作物栽培管理）荒

井光雄（家畜改良センター新冠

牧場） 1993.6.16~9.13 

2 研修員受入れ

（〔 〕内は主な受入先）

今年度から改正されたのを機に、

あか牛の生産振興の在り方につい

て、農家代表や農業団体、行政関

係者らが話し合った。

まず、農林水産省の小畑食肉鶉

卵課長が、「牛肉を巡る最近の情勢

について」と題し、基調講演し、

この中で、「あか牛の特徴を生かし

た低コスト生産の推進。あか牛を

今後どう市場に売込み、独自性を

追求するか。」と問題提起。

また、生産者代表等、関係者を

交えたパネルディスカッションで

全国開拓振興協会が主催する日本

農業パイオニア賞の表彰式典が 7

月19日に虎ノ門パストラルで開催

される。

〇タイ国立家畜衛生•生産研究所

計画： 4名（原虫病学，細菌学

2名，ウイルス学）〔動物医薬品

検査所〕 1993.4.15~6.12 

0バハレーン個別（家畜飼養）： I 

名（家畜飼育）〔家畜改良センタ

ー岩手牧場〕 1993.5.5~9.7 

〇インドネシア家畜人工授精セン

ター強化計画： 3名（乳牛改

良・飼養，後代検定，粗飼料生

産）〔家畜改良センター岩手牧

場〕 1993.6.2~12.7 

〇インドネシア個別（畜産政策）：

1名（畜産行政）〔畜産行政〕

1993.6.6~6.19 

は、「今、あか牛は何をするぺきか」

をテーマに討論。流通面において

は、「消費・流通サイドに立って、

売れる肉づくりをする時期。 また

活路として、生協などとの直販方

式も考えるぺき 。」，「東京などの大

消費地への pRだけでなく、地元

での消費拡大に力を入れることも

必要。」， 一方、生産面においては，

「より一層の繁殖農家と肥育農家

問の情報交換が必要。」、「肉質向上

に重点をおいた肉用牛の改良、地

域及び経営内一貫経営を推進すべ
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き。」などあか牛の将来に向けて、

活発な意見交換が行われた。

（大村禎子）

玉岡伍］
0クマザサを牛の粗飼料に

鹿角郡小坂町では，町内にふん

だんに繁茂するクマザサを肉用牛

の粗飼料に有効活用しようと，今

年の 3月 1日から実証試験をスタ

ートさせた。

クマザサは，古くから漢方薬の

原料として利用されてきたが，薬

効エキスを抽出した残澄の粗飼料

化を思いついた同町が，製薬会社

へその開発を依頼したもの。

試作品は「繊維食・笹セルロー

ズ・ヘルス」と名付けられ， クマ

ザサの茎の部分を主原料としたペ

レット状のものである。試作品の

開発後，町は早速，県畜産試験場

に分析を依頼，その結果成分的に

も実用化が充分期待出来るとの評

価が得られたことから，鹿角畜産

農協に飼養試験を委託し，咋年 6

月から 7頭の日本短角牛にこれら

の飼料が給与された。その結果，

食い込みもよく，増体も順調だっ

たことから今回，本格的な実証試

験に乗り出したものである。

この実証試験が成功すれば，粗

飼料の自給率アップ，低コスト化

が図られるうえ，ササの葉を食べ

ているヘルシーな牛肉としてブラ

ンド化への道も開けてくると期待

されている。 （保坂誠）

[TI]] 
〇将来の酪農経営の担い手をめざ

して
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本県では，酪農の担い手育成対

策の一環として，平成 5年度から

新たに「ジュニア・ホルスタイン

クラプ推進事業」を計画している。

この事業は，千葉県酪農農業協

同組合連合会等を事業主体として，

地域酪農家の子弟（小・中学生）

等を対象に，ジュニア・ホルスタ

インクラブを結成し，種々の活動

を通じ酪農に接する機会を高め，

将来の担い手として育成しようと

いうものである。

クラプ結成の促進や夏季スクー

リング，他地域との交流会等の活

動を支援する内容となっている。

（椎名厚夫）

亨
0飛躍中の「阿波尾鶏」

阿波（徳島）の名物， AWA-

ODORI (阿波尾鶉）。その｀味・色・

香＇は徳島の豊かな自然が育んだ

時代にマッチした「健康食品」と

して全国の地鶉プームの中で数量，

品質，味の面でまさにトップクラ

スの商品として育ちつつある。旨

み，コク，歯こ＊たえなど他の鶉種

と比ぺ勝さるとも劣らず，反面，

価格はかなり安い。（平成 4年度の

出荷羽数：約30万羽）

県では， Cl戦略を展開し行政，研

究，産業が一体となって「阿波の

天然食」プランド商品づ〈りを推

進中でリーディングブランドとし

て「阿波尾鶉」が位置づけされる

日を期待し，関係者は一丸となっ

て尽力しつつある。

（福本照雄）

｀島叫
鹿児島県肉用牛改良研究荊か

部オープン

近年， パイオテクノロジー噂

する研究が急速な進歩を遂lh,

ある中で， 昨年ID月に鹿児島縣

用牛改良研究所の建設に着手し，

これまで，本館，育種改良研茫

設等の整備が完了し，去る 4月

日に一部業務を開始した。

この研究所は，肉用牛耳府）驀

度パイオ研究所として全国1こ矮

けて設置するものであり，受尉

移植技術等を利用した肉月牛喰

良を手はじめに，将来は，核開

遺伝子組替等先端技術を応胆/:

改良手法の開発を手がけることと

している。

平成 5年度は， さらに新枝輯

発研究施設の建設整備を進め，早

成 6年 4月に全面オープンする子

定である。

〔研究所の概要〕

I 設置場所

鹿児島県曽於郡大隅町月野1200

番地

（旧宮崎種畜牧場鹿児島支雑

地）

2 土地面積 74 .6ha 

（うち採草放牧地面積44.7ha) 

3 建物 23棟

（うち平成 4年度にI0棟完成）

4 組織

総務課

所長丁；ーニロ育種改良研窪
究主幹 し一新技術開発印

（平成6年度邸

（有村裕i)
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会 長鹿野 茂千葉県畜産セ
我5年度全国畜産関係場所長

副会長大崎亥佐雄天北農試

平成 5年度 畜産研究功労者

氏名 現 職
我会が開催された ／／ 北村 徹福井畜試 北海道立根釧農業試験場

田中正俊

こ屈5年5月18日、全林野会館
／／ 松本昇三島根畜試

広崎彰彦大分畜試

研究部主任研究員兼管珪科長

千某県畜産センターII 
＄て午前中は通常総会、午後は

代表世話人葛西 正青森畜試

飯田哲也
主任研究員

-1会が開催され、本年度畜産研
／／ 金岡五男群馬畜試 五十嵐渓哉

新潟県畜産試験場

涸者として、次の方々が表彰 II 生田徳男岐阜畜試
養豚課長

：りr:. II 湊 恵香川畜試 柿本 裕
福井県畜産会

総括コンサルタント
辻、本年度は役員改選期に当 II 長野馳之福岡農総試畜研

岐阜県肉用牛試験場

、次のとおり選出された。
西垣内恒円

主任専門研究員

秦谷 豊
兵庫県立農業技術センター

生物工学研究所第 2研究室長

青山茂夫
広島県立畜産試験場

養鶏部主任研究員

池田通孝
愛媛県養鶏試験場

主任研究員 （育種改良班長）

武富 功
福岡県農業総合試験場

畜産研究所飼料部長

平原 実
鹿児島県養魏試験場

育種研究室長

生研機構融資課題募集のお知らせ

生研機構ては，民間企業の間発研究に対し，以下のような融査（農林漁業団体，公益法

人も対象）を行っておりますが，今年も希望を受けつけます。詳しくは生研機構 新技術

開発部 融資課：秋田，小野，紺野まてお問い合わせ下さい。

屯話： 03-3205-6565 FAX : 03-3205-6566 

〒160新宿区新宿 6丁r-iz4-16

・対象研究分野：農林漁業，たばこ・飲食料製造業及びこれらの販売業，製糸業，木材製
造

•特許筈の成呆の権利はすべて企業に帰屈（研究内容・企業秘密は厳守，研究成果の公表
義務なし）

蘭究期間は最長 5年，試験研究終 rまて渭吋荏期間（償遠は据阻期間終了後10年以内）

貸付利息は一般市中金利よりも割安（平成 5年 5月現在，年4.4%)て‘ヽ ，成功度に応じて
枠減

蘊査額は 1案件あたり 5年間て‘、 1千ガ円から 4億円て｀，平均 1億円前後（これまての実
精）

募集受付 ：平成 5年 8月611 (金） まて



●テ ンポイント 優駿BOOKS=l ●月刊優駿

美しくも哀しい名馬か鮮かによみがえる。

文•吉川良 写真・今井寿恵/1,500円／〒450円

競馬グルメの月刊誌。毎月 25日発売。

600円／〒80円

●シンボリルドルフ 優駿BOOKS=2 ●競馬漂流

史上最強の名馬が鮮やかによみかえる。 フォト＆エソセイ久保吉輝写真集

文・木村幸冶 写真・今井寿恵/1,500円／〒450円 久保吉輝/2,800円／〒450円

●シンザン 優駿BOOKS=3 ●ウマから生まれた馬の本
伝説の五冠馬が鮮かによみかえる。

文・今井昭雄 写真・川本武司/I,500円／〒450円

馬好きに贈る奸奇心100%の本。

中央競馬PRC編/1,300円／〒400円

炉 ．一ロッパ競馬ガイド
央仏独・・・・・・ヨーロッパのすべての競馬場を

徹底ガイド

渡辺敬一郎/2,800円／〒400円

●名馬物語
時代とともに生きた名馬たちがよみがえる。

藤野広一郎/I、500円／〒400円
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スー11゚ーアイミート
家畜生体肉質測定装置
’’’’’’’’―"""" . 特長

①生体の体表から皮下脂肪の厚さ・筋間麟

の厚さ・ロース芯面積をこれまでにない精

度で測定し 各種産肉形質を正確に推定で

きます

②高性能で低コストです

電子リ ニア走査による超音波測定装置です

専用 ICなどの採用で高画質を得ることがで

き 小型・軽量（約IQkg.)なので容易に移位

できます 各種機能が備えられ周辺機昔

への出力端子を備えています この高性罷

装置を低価格でお届けします

③容易な操作性 ・専用探触子

流動パラフィンを塗り 家畜の体形に合わ

せて作られた探触子（牛 ・豚共用）をあてる

だけで 瞬時に産肉形質を測定できます

仕様●電子リ ニア走査各種機能付 ●専用探触子コード長3m

● AC I DOV 50/60Hz ●各種オプション有
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